
印
刷

／
敷

島
印

刷
株

式
会

社
印

刷
／

シ
モ

ダ
印

刷
株

式
会

社
July.2020
vol.208

July.2020
vol.208

情報と元気を発信するマガジン

広報きくち

制作・発行元
菊池市役所市長公室
〒861-1392
熊本県菊池市隈府888番地
TEL：0968(25)7252
FAX：0968(25)2322
▼ホームページ  
https://www.city.kikuchi.lg.jp
▼市長メール
mayor@city.kikuchi.lg.jp
▼広報メール 
kouhou@city.kikuchi.lg.jp

制作・発行元 編
集
後
記

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

6/28 29 30 7/1
●3歳児健診
12:45～13：30（受付）
こ健セ
■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬
～２０：００菊市所 市民課

2
◆すくすく講座㉒
10：30～１１：30児童セ

3 4

5 6 7 8
■弁護士相談
9：00～正午（要予約）
七多セ総務課
■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬
～２０：００菊市所 市民課

9
◆すくすく講座㉒
10：30～１１：30児童セ
●３・４カ月児健診
12:45～13：30（受付）
こ健セ

10 11

12 13 14
■年金出張相談
10:00～15：30（ 要予
約）菊市所健康推進課
●６・７カ月児健診
12:45～13：30（受付）
こ健セ

15
●1歳６カ月児健診
12:45～13：30（受付）
こ健セ
■社会保険労務士によ
る無料相談会⑧
13：30～16：30（要予
約）菊市所商工観光課
■男女共同参画専門
委員相談㉒
13：30～16：30（要予
約）菊市所人権啓発・
男女共同参画推進課

16
◆すくすく講座㉒
10：30～１１：30児童セ
●3・4カ月児健診
12:45～13：30（受付）
こ健セ

17
◆「さしすせそ」添加
物講座プレセミナー
㉒～18日
10：00～正午菊中公

18

■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬
～２０：００菊市所 市民課

19 20 21
●６・７カ月児健診
12:45～13：30（受付）
こ健セ

22
■弁護士相談
9：00～正午（要予約）
菊市所 総務課
●1歳６カ月児健診
12:45～13：30（受付）
こ健セ
■認知症介護家族の
つどい㉒
１３：３0～１５：３０菊老福
■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬
～２０：００菊市所 市民課

23  海の日 24  スポーツの日 25

26 27
●育児教室
9：30～11：00（受付） 
こ健セ
■納税相談夜間窓口
㉒～31日まで
～２０：０0 菊市所

28
■年金出張相談
10:00～15：30（ 要予
約）菊市所健康推進課
●２歳6カ月児歯科健診
13：10～13：40（受付）
こ健セ
■もの忘れ相談会㉒
13：30～15：00（ 要予
約）菊市所高齢支援課

29
●3歳児健診
12:45～13：30（受付）
こ健セ
■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬
～２０：００菊市所 市民課

30 7/31 8/1

2 3 4 5
■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬
～２０：００菊市所 市民課

6 7 8

○内の数字は掲載ページ。イベントの最新情報はホームページをご覧ください。市ホームページ
イベントカレンダー
二次元コード

▼
増
田
さ
ん
の
偉
業
と
今
も
受
け

継
が
る
思
い
。
今
回
、
私
自
身
初

の
特
集
で
増
田
さ
ん
と
い
う
偉
人

を
担
当
す
る
こ
と
が
で
き
、
光
栄

で
し
た
！ 

▼
い
つ
も
気
さ
く
で
、

気
遣
い
を
忘
れ
な
い
キ
ラ
キ
ラ
し

た
岩
根
さ
ん
の
人
柄
、
そ
し
て
お

い
し
い
ご
飯
が
心
に
染
み
ま
し
た
。

温
か
い
思
い
が
紙
面
で
伝
わ
り
ま

す
よ
う
に
。　
　
　
　
　
　

 

東
田

▼
夏
ま
つ
り
の
中
止
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
と
は
い
え
、
勇
壮

な
白
龍
の
演
舞
や
１・
５
尺
の
花

火
を
見
ら
れ
な
い
の
は
寂
し
い
で

す
ね
。
来
年
、
盛
大
に
開
催
で
き

る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。
▼
牛

乳
消
費
を
増
や
し
て
い
た
ら
週
5

パ
ッ
ク
飲
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
れ

で
骨
も
丈
夫
に
な
る
？ 　
　
今
林

▼
今
月
の
表
紙
は
穴
川
地
区
の
棚

田
の
風
景
で
す
。
天
気
に
な
か
な

か
恵
ま
れ
ず
、
校
了
日
に
撮
影
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
計

画
的
に
取
材
や
撮
影
に
臨
も
う
と

反
省
し
て
い
ま
す
。
▼
広
報
紙
に

掲
載
で
き
な
か
っ
た
写
真
を
各
種

SN
S

に
投
稿
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
詳
細
は

2
ペ
ー
ジ
）　　

 　
　
　
　

  

三
代

菊文館 菊池市文化会館
菊老福 菊池老人福祉センター

児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
菊中図 菊池市中央図書館
菊中公
菊福館

菊池市中央公民館
菊池市福祉会館

旭　公 旭志公民館
旭　図
泗支所

旭志図書館
泗水支所

こ健セ こども健診センター
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

菊市所 菊池市役所本庁舎

七支所 七城支所
七城多目的研修センター

七　公
七　図

七城公民館
七城図書館

菊市広 菊池市ふるさと創生市民広場

旭支所 旭志支所

七多セ

新型コロナウイルス感染症の影響により掲載内容が変更にな
る場合があります。最新情報はホームページをご確認ください。

８月３日㈪スタート
社会体育施設と公民館の
予約方法が変わります

菊池人
岩根美香さん
健康だより
油断は禁物！
熱中症から身を守ろう

警神 増田敬太郎
｜ 特 集 ｜ 神様になった警察官 



5月末の人の動き
人　口 前月比

総人口：48,211 人 －91
　 菊池：23,899 人 －74
　 七城： 5,255 人 4
　 旭志： 4,420 人 －11
　 泗水：14,637 人 －10
男　性：23,084 人 －39
女　性：25,127 人 －52
世　帯： 19,533 世帯 4

年齢別人口 
0～14歳 6,267 人 13%
15～64歳 25,915 人 54%
65歳以上 16,029 人 33%
自然増減 社会増減
出  生：20 転  入： 59
死  亡：61 転  出： 90

Contents ～今月号の掲載項目～
３ 菊池人　岩根美香さん

４

特集 

警神 増田敬太郎
神様になった警察官

9 きくち夏まつり・しすい孔子公園夏まつり
中止のお知らせ

10
11

健康だより 油断は禁物！ 熱中症から身を守ろう
国民年金情報／介護予防ミニ講座／献血を広げよう

12
13

青少年育成推進員だより　輝けきくち
スポーツ推進委員だより　エンジョイスポーツ

14
15

文芸きくち
KiCROSSだより

１6

１7

人権・同和教育シリーズ
韓国発見シリーズ  こんにちは金です
菊池一族の遺産／交流の絆
わいふ一番館／菊池観光協会

18 情報つう
▼お知らせ　新しい保険証を送ります／新型ウイルス予防に根拠
のある商品はありません／廃棄物の屋外焼却は禁止されています
／サポカー補助金が始まりました／７月１日からレジ袋の有料化が
始まります／「節水がんばるモン」キャンペーン／生活困窮大学生、
短期大学生などのための給付金／軽自動車税種別割の「口座振替
済通知書」一部廃止／７月の「税」の納期限7月31日㈮／口座振替
済の人への納税証明書の発送の日付について／令和2年度 国民健
康保険税／サマージャンボ宝くじ／社会体育施設と公民館の予約
方法が変わります
▼募集　職業訓練コース／第16回夫婦の手紙・絵手紙作品募集
／放送大学10月生募集／菊池市職員採用試験／菊池広域連合消
防本部職員採用試験／花の苗や球根を支給します／飲酒運転根絶
に向けた川柳・標語を募集します／菊池市営住宅補充入居者を募集
します
▼相談・講演講習　いのちの電話相談／県子ども・若者総合相談
センター／男女共同参画専門委員相談／もの忘れ相談会／認知症
介護家族のつどい／納税相談夜間窓口を開設します ※各支所では
開設しません
▼イベント　未就学児のためのすくすく講座／「さしすせそ」添加
物講座プレセミナー／社会体育事業の一部中止のお知らせ

２4 地域おこし協力隊通信
２5 市民の広場

26
27

高校魅力化全力通信
菊池っ子だより

28 TOPICS～まちの話題～
３0 市長からのメッセージ／休日在宅当番医
31 ハッピーバースデー／「赤ちゃんの駅」登録施設紹介

公式ホームページ

市民の暮らしに必要な情報やまちの話題などを掲載しています。

今月の表紙
梅雨の合間の6月半ば、穴
川地区では棚田に水 が 入
り、田植えのシーズンが到
来しました。遠くの山々を
見渡せる高台に田んぼがあ
り、いつもより空が近く感じ
られます。青空や白い雲が
水面に映って綺麗な風景が
広がっていました。美しい
風景を作り出す地元の人た
ちの努力に感謝です。

菊池の情報発信

「菊池人」
希望者を募集します
　新しいことに挑戦している人、
伝統を受け継いでいる人など、菊
池で頑張っている人を募集します。
本市在住であれば自薦・他薦は問
いません。詳しくは市長公室まで
お問い合わせください。

問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252

支え合いの輪を
広げたい

　

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
階
段
を
上
が
っ
て
い
く
と
、

に
ぎ
や
か
な
声
と
共
に
、
お
い
し
そ
う
な
香

り
が
広
が
る
。
家
庭
の
事
情
で
満
足
に
食
事

を
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
学
校
に

行
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
、
毎
週
水
曜
の
夜
に
無
料
で

食
事
を
提
供
し
て
い
る
。

　

始
め
た
き
っ
か
け
は
、
知
人
に
誘
わ
れ
た

こ
と
か
ら
だ
っ
た
。
両
親
を
亡
く
し
た
子
、

学
業
と
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
生
活
す
る
一
人

親
家
庭
の
子
。「
ギ
リ
ギ
リ
の
状
態
で
苦
し

ん
で
い
る
子
た
ち
が
い
る
。
見
過
ご
す
こ
と

は
で
き
な
い
」。
居
場
所
を
必
要
と
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
を
孤
独
に
さ
せ
な
い
た
め
に

も
、「
マ
ザ
ー
＆
チ
ル
ド
レ
ン
の
会
」
と
し

て
引
き
継
ぎ
、
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
困
り

事
や
悩
み
事
は
な
い
か
子
ど
も
の
様
子
を
伺

う
な
ど
、
大
人
が
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、

支
え
合
う
地
域
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
る
。

　

食
材
や
運
営
費
の
ほ
と
ん
ど
は
寄
付
で
賄

わ
れ
て
い
る
。
匿
名
で
の
寄
付
金
の
振
り
込

み
、
持
ち
寄
っ
て
く
れ
る
手
作
り
の
お
か
ず

や
野
菜
。「
支
え
て
く
れ
る
人
た
ち
の
思
い

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
頑
張
ら
な
き
ゃ
っ
て
思

う
ん
で
す
」

　

活
動
の
場
は
広
が
り
、
現
在
は
小
・
中
学

生
を
対
象
に
し
た
「
子
ど
も
出
版
社
」
事
業

の
立
ち
上
げ
に
向
け
て
尽
力
中
だ
。
子
ど
も

目
線
で
菊
池
の
魅
力
を
執
筆
し
、
発
信
。
不

登
校
の
子
ど
も
た
ち
に
も
参
加
を
呼
び
か
け

た
い
と
考
え
て
い
る
。「
孤
立
せ
ず
に
早
い

段
階
で
社
会
と
つ
な
が
る
き
っ
か
け
を
つ
く

れ
た
ら
」。
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
模

索
し
な
が
ら
も
、
い
つ
も
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、

子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
続
け
る
。

Profile　いわね・みか
昭和45年9月15日生まれ。岩根クリニック
院長の妻。「マザー＆チルドレンの会」として、
平成29年3月から子ども食堂の運営をして
いる。趣味は読書。一日中、本を読んでい
たいほどの愛読家。「菊池市図書館友の会」
評議員。中町在住。49歳。

マザー＆チルドレンの会
日　時　毎週㈬午後５時30分～７時30分
場　所　岩根クリニック2階（隈府110）
参加費　子ども 無料、大人 300円
問い合わせ先　☎090（3192）8550（岩根）
※ 人数に限りがあるため、初めてお越しの

際は前日までにご連絡ください

マザー＆チルドレンの会代表

岩根 美香さん

新型コロナウイルス感染症の影響により掲
載内容が変更になる場合があります。最
新情報はホームページをご確認ください。

※ 二次元コードの読み取りがうまくできない時は、上下の二次元コードを
隠して再度読み取ってください。

公式フェイスブック「癒しの里 菊池」

公式YouTubeチャンネル「癒しの里 菊池 Kikuchi city」

きくち防災・行政ナビ（スマートフォン・タブレット端末専用アプリ）

公式ツイッター「@Kikuchi_city」

公式インスタグラム「@kikuchicity」

マチイロ（スマートフォン専用アプリ）

菊池市ごみ分別アプリ（スマートフォン・タブレット端末専用アプリ）

祭りやイベント、旬な情報など、タイムリー
なニュースを配信しています。

イベントや祭りのほか、プロモーションビ
デオや動画コンテストの作品など、さまざ
まな動画をアップしています。

防災無線や個別受信機からの情報を確認
できます。火災情報や学校からのお知ら
せも配信している無料アプリです。

菊池のイベント情報やニュースを手軽に確
認できます。

絶景だけでなく、街に隠れる意外な見どこ
ろなど、写真で伝えたい菊池の魅力を紹介
しています。

「広報きくち」をいつでもどこでも読むこと
ができる無料アプリです。

家庭ごみの分け方や出し方、ごみ収集日な
どを、スマートフォンやタブレット端末で検
索できる無料アプリです。

31 2

1_「本があるからこそ自分の人生があるんです」と語る岩根さん。思想史家・渡
わた

辺
なべ

京
きょう

二
じ

（熊
本市在住）の大ファンで執筆活動の手伝いもしている 2_毎週、野菜やお菓子などが届
けられる 3_以前は参加する側だった高校生2人も「力になりたい」と今では手伝う側に 

3 22020 July広報きくち2020 July広報きくち



て
背
負
っ
て
行
き
ま
す
か
ら
、
安

心
し
て
く
だ
さ
い
。
人
々
に
は
私

が
指
導
し
た
よ
う
に
看
病
と
予
防

を
怠
ら
ず
に
続
け
る
よ
う
に
伝
え

て
く
だ
さ
い
」
と
遺
言
を
残
し
、

24
日
午
後
3
時
に
増
田
巡
査
は
命

を
落
と
し
ま
し
た
。
警
察
官
に

な
っ
て
7
日
目
、
高
串
地
区
に
来

て
4
日
目
の
こ
と
で
し
た
。

　
村
人
は
そ
の
悲
報
に
驚
き
、
悲

し
み
ま
し
た
。
そ
し
て
翌
日
、
高

串
地
区
の
沖
に
あ
る
小
松
島
で
増

田
巡
査
は
火
葬
さ
れ
、
唐
津
で
警

察
葬
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
増
田
巡
査
の
遺
言
ど

お
り
コ
レ
ラ
の
猛
威
は
収
ま
り
、

穏
や
か
な
日
々
が
戻
り
ま
し
た
。

誤
解
を
解
い
て
回
り
ま
し
た
。

　
一
方
、「
触
れ
る
と
感
染
す
る
」

と
住
民
が
遺
体
運
搬
を
拒
む
中
、

増
田
巡
査
は
自
ら
遺
体
を
消
毒
。

む
し
ろ
で
巻
い
て
背
負
い
、
傾
斜

30
度
の
坂
道
を
何
度
も
往
復
し
、

墓
地
に
埋
葬
し
ま
し
た
。
手
厚
い

看
病
や
予
防
に
全
身
全
霊
で
取
り

組
む
増
田
巡
査
の
姿
に
、
人
々
は

胸
を
打
た
れ
ま
し
た
。

　
高
串
地
区
に
到
着
し
て
3
日
目
。

不
眠
不
休
で
働
い
た
せ
い
か
、
25

歳
の
増
田
巡
査
で
も
疲
労
に
は
勝

て
ず
、
つ
い
に
自
身
が
コ
レ
ラ
に

感
染
。
23
日
の
午
後
、
倒
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
ま
す
ま
す
衰
弱
し
て
い
く
中
で

も
、
看
病
に
来
た
人
に
「
絶
対
に

私
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
」
と

気
遣
い
を
欠
か
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
高
串
の
コ
レ
ラ
は
私
が
す
べ

　
高
串
地
区
の
人
は
、
コ
レ
ラ
自

体
は
恐
れ
て
い
た
も
の
の
、
予
防

の
知
識
は
乏
し
く
、
感
染
者
の
家

に
も
行
き
来
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
増
田
巡
査
が
到
着
し
た
こ
ろ
に

は
、
感
染
者
40
人
、
疑
似
感
染
者

34
人
、
死
亡
者
9
人
。「
一
刻
も

早
く
患
者
と
健
康
な
人
と
の
接
触

を
断
た
な
け
れ
ば
」
と
対
策
を
講

じ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
患
者
の

家
の
周
り
に
縄
を
張
り
巡
ら
し
て

消
毒
を
施
し
、
人
の
行
き
来
を
禁

止
。
決
し
て
生
水
を
飲
ま
な
い
、

生
の
魚
介
類
を
食
べ
な
い
よ
う
に

と
厳
し
く
指
導
し
て
回
り
ま
し
た
。

　
増
田
巡
査
は
、
患
者
の
家
を
回

り
、
薬
を
飲
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
手
遅
れ
の
患
者
が
薬
を

飲
ん
で
亡
く
な
っ
た
の
を
き
っ
か

け
に
「
毒
薬
を
飲
ま
せ
て
い
る
」

と
根
拠
の
な
い
噂
が
広
が
り
ま
す
。

治
る
見
込
み
の
あ
る
患
者
ま
で
も

が
「
毒
薬
な
ど
飲
ま
な
い
」
と
言

い
出
し
ま
す
が
、
そ
ん
な
状
況
の

中
で
も
、
増
田
巡
査
は
根
気
強
く

　
明
治
28
（
１
８
９
５
）
年
7
月
。

増
田
さ
ん
は
、
佐
賀
県
警
察
学
校

へ
入
学
。
約
3
カ
月
を
要
す
る
教

習
課
程
を
わ
ず
か
10
日
間
で
習
得

し
、
優
秀
な
成
績
で
修
了
し
ま
す
。

7
月
17
日
に
巡
査
に
任
命
さ
れ
、

19
日
、
唐
津
警
察
署
に
配
属
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
時
、
日
本
で
は
伝
染
病
の
コ

レ
ラ
が
ま
ん
延
。
唐
津
警
察
署
管

内
の
高
串
地
区
も
例
外
で
は
な
く
、

応
援
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
時
、
秀
才
で
学
問
へ
の

深
い
理
解
や
行
動
力
が
あ
り
、
伝

染
病
に
必
要
な
衛
生
面
の
知
識
も

あ
る
増
田
巡
査
の
存
在
が
目
に
留

ま
り
ま
す
。
警
部
は
「
こ
れ
以
上

の
適
任
者
は
い
な
い
。
ど
う
に
か

こ
の
危
機
を
救
っ
て
く
れ
な
い

か
」
と
お
願
い
し
た
そ
う
で
す
。

　
人
一
倍
正
義
感
の
強
い
増
田
巡

査
は
す
ぐ
に
任
務
を
引
き
受
け
、

唐
津
か
ら
交
通
機
関
も
何
も
な
い

山
道
を
辿
り
、
21
日
、
コ
レ
ラ
が

ま
ん
延
し
て
い
る
高
串
地
区
に
到

着
。
警
察
官
に
な
っ
て
4
日
目
の

こ
と
で
し
た
。

警
神 

増
田
敬
太
郎

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
が
拡
大
す
る
中
、あ

る
一
人
の
警
察
官
の
活
躍
が
再
び
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

今
か
ら
１
２
５
年
前
、
旧
佐
賀
県
東
松
浦
郡
入
野
村
高
串

地
区（
現
・
唐
津
市
肥
前
町
高
串
地
区
）を
襲
っ
た
伝
染
病

「
コ
レ
ラ
」。

防
疫
や
患
者
の
遺
体
搬
送
な
ど
に
不
眠
不
休
で
取
り
組
ん

だ
警
察
官
の
活
躍
に
よ
り
、命
を
救
わ
れ
た
人
々
は
、そ
の

偉
業
を
親
か
ら
子
、孫
へ
と
代
々
語
り
継
ぎ
、今
で
も
感
謝

の
気
持
ち
を
持
ち
続
け
て
い
ま
す
。

警
察
官
の
名
は
、増ま

す

田だ

敬け
い

太た

郎ろ
う

。
明
治
２（
１
８
６
９
）年
８

月
、泗
水
村（
現・泗
水
町
）に
生
ま
れ
た
25
歳
の
青
年
で
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

市
長
公
室 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
２

幼い頃から進んで皆のために役に立つことを考え、行動に移して
きた増田敬太郎。世の中のため、人のためになる仕事をしたいと
熱望し、25歳のとき佐賀県警察学校へ入学しました。

泗水町にある増田さんの生家前には、
「増田精神顕彰会」による顕彰碑が
建っている。碑石は唐津石。顕彰碑や
増田敬太郎さんの墓には、今でも警察
関係者らが清掃や墓参りに訪れている

【
イ
ラ
ス
ト
】

紙
芝
居『
増
田
敬
太
郎
物
語
』（
し
す

い
っ
子
童
話
会
／
作
）よ
り 死後、感染した子どもの父親の枕元に

増田巡査が現れ、「コレラは吾が仇敵に
して冥府に伴うので、安心して回復を
待て、看病を怠ってはならぬ」と告げて、
子どもは回復したという話が残っている

コレラで亡くなった人
を墓地へ運ぶ増田巡査
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増
田
さ
ん
の
精
神
を
後
世
へ
受

け
継
ぎ
た
い
と
地
域
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
人
の
た
め
に
役
に
立
つ
こ
と
を

一
番
に
考
え
、
献
身
的
に
動
い
て

い
た
増
田
さ
ん
。
高
串
地
区
へ
来

て
4
日
目
、
25
歳
と
い
う
若
さ
で

こ
の
世
を
去
り
、
神
様
に
な
り
ま

し
た
。
無
償
の
心
で
懸
命
に
尽
く

し
た
姿
は
、
多
く
の
人
の
心
を
動

か
し
、
今
で
も
人
々
に
語
り
継
が

れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
も
世
界
中
で
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
。
切
迫
し
た
状
況
に
不
安
な

日
々
が
続
き
、
心
に
余
裕
が
な
く

な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
思
い

や
り
の
心
を
持
ち
、
コ
レ
ラ
か
ら

人
々
を
救
っ
た
増
田
巡
査
の
慈
愛

に
満
ち
た
精
神
を
今
こ
そ
受
け
継

い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

わ
れ
、
童
話
会
か
ら
3
人
が
出
演
。

代
表
の
宇う

野の

木き

益ま
す

子こ

さ
ん
（
南
住

吉
）
は
「
素
晴
ら
し
い
人
物
が
い

た
こ
と
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ

し
い
。
後
世
に
語
り
継
ぐ
た
め
に

も
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で

す
」
と
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

　
泗
水
小
学
校
で
も
毎
年
、
3
年

生
の
道
徳
の
授
業
で
増
田
さ
ん
の

功
績
を
伝
え
て
い
ま
す
。
授
業
を

受
け
た
児
童
は
「
こ
ん
な
人
が
泗

水
に
い
た
ん
だ
」「
人
の
た
め
に

一
生
懸
命
働
い
て
す
ご
い
」
と
感

心
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
校
長
の

笠り
ゅ
う

聡そ
う

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
は
「
自
分
の
こ
と

よ
り
も
人
の
た
め
に
尽
く
し
、
コ

レ
ラ
に
立
ち
向
っ
た
人
物
が
地
元

に
い
た
こ
と
を
誇
り
に
感
じ
て
欲

し
い
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

白
馬
に
乗
っ
た
増
田
巡
査
の
人
形

を
載
せ
た
山
車
が
地
区
内
を
練
り

歩
き
、
夜
に
は
花
火
大
会
も
行
わ

れ
る
な
ど
、
高
串
地
区
で
は
最
大

の
祭
り
で
す
。
地
元
の
住
民
だ
け

で
な
く
、
佐
賀
県
警
の
幹
部
職
員

や
警
察
学
校
の
生
徒
も
毎
年
参
加

し
て
い
ま
す
。

　
増
田
巡
査
の
出
身
地
、
泗
水
町

で
活
動
す
る
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー

プ
「
し
す
い
っ
子
童
話
会
」
で
は

平
成
19
年
に
紙
芝
居
を
作
成
。
泗

水
図
書
館
や
小
学
校
で
披
露
す
る

な
ど
、
増
田
さ
ん
の
偉
業
を
子
ど

も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
に
は
、
増
田
さ
ん
の

活
躍
を
題
材
に
し
た
市
民
劇
が
行

　
増
田
巡
査
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、

高
串
地
区
の
人
々
は
、
そ
の
献
身

的
な
行
為
に
感
謝
し
、
遺
骨
の
一

部
を
地
区
で
一
番
見
晴
し
の
良
い

秋
葉
神
社
の
境
内
に
埋
葬
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
石
碑
や
祠
を
立
て
、

明
治
39
（
１
９
０
６
）
年
に
は
秋

葉
神
社
と
合ご

う

祀し

さ
れ
、「
増
田
神

社
」
と
な
り
ま
し
た
。
全
国
で
唯

一
、
警
察
官
を
神
様
と
し
て
祭
る

神
社
で
す
。
以
降
、
地
元
住
民
か

ら
は
、
親
し
み
や
敬
意
を
込
め
て
、

「
増
田
さ
ん
」「
増
田
さ
ま
」
と
呼

ば
れ
、
慕
わ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

増
田
巡
査
の
偉
業
を
た
た
え
、

毎
年
７
月
に
は
、「
増
田
神
社
夏

祭
り
」
が
執
り
行
わ
れ
て
い
ま

す
（
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止
）。

4_佐賀県警察の巡視艇を先頭に、十数隻の漁船が増田巡査を火葬した小松島まで海上パ
レードし、献花などを行う 5_ 泗水公民館にある増田さんの展示コーナー 6_ 地元の子ど
もクラブが山車を引いて回る（唐津市提供） 7_佐賀県唐津市肥前町の増田神社。祭事には、
増田さんの子孫、佐賀県警察本部、同警察学校生徒、唐津市、菊池市などの関係者が参列

1・3_ 増田神社夏祭りでは白馬に乗った増田巡査の人形を乗せた山車
が地区内を練り歩き、港付近では佐賀県警音楽隊のマーチングパレー
ドが行われる（唐津市提供） 2_ 平成29年上演の「第２回菊池市民劇つ
むぐ」では、増田さんの活躍も題材になった

　
明
治
２（
１
８
６
９
）年
、泗
水
村

（
現・
泗
水
町
）の
裕
福
な
家
庭
に

生
ま
れ
た
増
田
敬
太
郎
さ
ん
。
立

派
な
体
格
に
恵
ま
れ
、お
お
ら
か
な

性
格
の
増
田
さ
ん
は
、誰
か
ら
も
好

か
れ
る
性
格
で
、裕
福
な
家
庭
に
生

ま
れ
育
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、着
飾

る
こ
と
も
せ
ず
、威
張
っ
た
り
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
永
島
塾
」で
漢
学
な
ど
を
勉
強

し
、「
後
藤
塾
」で
は
、数
学
や
測
量

学
を
学
び
、数
学
の
天
才
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
成
績
優
秀
な
増

田
さ
ん
は
さ
ら
に
多
く
を
学
び
た

い
と
思
い
、東
京
に
遊
学
。
法
律
学

を
中
心
に
英
語
や
速
記
術
、
鉱
山

学
な
ど
、自
身
が
興
味
を
持
っ
た
も

の
は
す
べ
て
学
び
ま
し
た
。

　

東
京
か
ら
戻
る
と
、
阿
蘇
郡
馬

見
原（
現・山
都
町
）の
用
水
路
工
事

や
北
海
道
開
拓
、泗
水
村
で
の
養
蚕

業
な
ど
、世
の
中
の
た
め
に
な
る
こ

と
を
次
か
ら
次
へ
と
行
い
ま
し
た
。

　
増
田
さ
ん
は
、社
会
的
に
弱
い
立

場
の
人
や
貧
し
い
人
へ
惜
し
む
こ
と

な
く
援
助
し
て
い
ま
し
た
。
勉
強
道

具
を
購
入
で
き
な
い
貧
し
い
少
年

に
は「
学
問
を
身
に
つ
け
れ
ば
、将

来
役
に
立
つ
は
ず
だ
」と
、筆
や
墨

な
ど
を
贈
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、生

活
に
困
窮
し
た
人
々
へ
は
お
金
を

貸
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、娯
楽
の
少
な
い
当
時
の
村

に
、芝
居
の
劇
団
を
招
待
し
村
人
に

観
劇
の
機
会
を
与
え
る
な
ど
、文
化

的
な
活
動
も
行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

1
56

4
7

2

3

笠
りゅう

聡
そう

一
いち

郎
ろう

校長（広瀬）
泗水小学校

しすいっ子童話会の皆さん

献
身
的
に
尽
く
し
て
き
た
増
田
巡
査
の
生
き
様
は
、

人
々
の
心
に
刻
ま
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。
唐
津
市
や

菊
池
市
で
は
、今
で
も
畏
敬
の
念
を
持
ち
続
け
、増

田
巡
査
の
偉
業
を
後
世
へ
と
語
り
継
い
で
い
ま
す
。

【
参
考
資
料
】

・
巡
査
大
明
神
全
伝（
内
田
守
／
著
）

・
増
田
敬
太
郎
物
語（
肥
前
町
製
作
）

１
８
６
９（
明
治
２
）年

８
月
10
日
、泗
水
村（
現・
泗
水
町
）

の
増
田
家
長
男
と
し
て
誕
生
。
少

年
時
代
か
ら
勉
学
に
励
む

１
８
８
８（
明
治
21
）年

東
京
に
遊
学
し
法
律
学・
鉱
山
学・

英
語・速
記
術
を
学
ぶ

１
８
９
０（
明
治
23
）年

阿
蘇
郡
馬
見
原
の
用
水
路
開
削
工

事
の
技
術
員
と
し
て
招
か
れ
る

北
海
道
開
拓
団
を
引
率
し
て
渡
道

１
８
９
１（
明
治
24
）年

当
時
の
田
原
村（
現・
熊
本
市
植
木

町
）で
養
蚕
技
術
を
習
得

１
８
９
２（
明
治
25
）年

長
崎
に
て
貿
易
業
に
従
事

弟
に
家
督
を
譲
る

１
８
９
５（
明
治
28
）年

佐
賀
県
警
の
巡
査
と
な
り
、高
串
地

区
に
着
任
し
、コ
レ
ラ
の
防
疫
指
導

を
行
う

７
月
24
日
、自
ら
も
コ
レ
ラ
に
感
染

し
、25
歳
の
若
さ
で
死
去
。
４
日
後
、

分
骨
を
秋
葉
神
社
境
内
へ

１
９
６
２（
昭
和
37
）年

増
田
精
神
顕
彰
会
に
よ
り
、生
家
の

前
に
顕
彰
碑
を
建
立

１
９
０
６（
明
治
39
）年

秋
葉
神
社
と
合ご

う

祀し

さ
れ
増
田
神
社

と
な
る　
　
　
　
　
　
　

１
９
４
７（
昭
和
22
年
）年

地
元
の
有
志
で
増
田
巡
査
の
劇
を

上
演
。
功
績
を
泗
水
村
に
広
め
る
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1社会保険労務士による無料相談会（予約制）
　毎月第3㈬に無料相談会を開催します。
2中小企業者への経済対策等融資利子補給金
　融資の利子を3年間、市が全額補給します。取扱金
融機関作成の利子額がわかる償還表（返済予定表）の
写しを提出してください。
3菊池市飲食事業継続支援金
　売り上げが前年同月比30％以上減少している中小・
小規模事業者や個人事業者に20万円の支援金を支
給します。 【申請期限】７月31日㈮
4菊池市農林畜産業・商工業事業継続支援金
　農林畜産業・商工業者への事業継続のための支援金
を支給します。 【申請期限】令和３年２月15日㈪ （予定）
5 菊池市内ネットショップ活用特産品・名産品消

費拡大支援事業
　市の農林畜産物や特産品・名産品消費拡大支援の
ため、市内ネットショップ活用に対し送料を補助します。
6 菊池市肉用牛肥育経営安定支援金
　売り上げが前年同月比30％以上減少している肉用
牛肥育農家に飼育頭数に応じた支援金（100頭未満
／10万円、100頭以上／20万円）を給付します。
7農林漁業者向け金融支援制度
　経営が悪化した農林漁業者が、今後の経営に支障
を来さないよう「保証料不要」、「５年間無利子」の金融
支援を行います。
問1～5商工観光課 ☎0968（25）7223
問6・7農政課 ☎0968（25）7221
■雇用調整助成金の特例措置
問熊本労働局 ☎096（312）0086
■持続化給付金
問中小企業金融・給付金相談窓口 ☎0570（78）3183
■生産性革命推進事業の拡充
・ものづくり補助金の補助率　1/2→2/3へ
・持続化補助金の補助上限　50万円→100万円へ
・ＩＴ導入補助金の補助率　1/2→2/3へ
問中小企業基盤整備機構 ☎03（6459）0866

生活を守るための支援

※  ６月22日現在の情報です 総務課 ☎0968（25）7111※㈯㈰㈷除く

【受付時間】 ㈪～㈮午前８時30分～午後５時15分

■県新型コロナウイルス感染症専用相談窓口
　☎096（300）5909 ※24時間対応
　Ⓕ096（383）0607、096（383）0608
　※FAXの受付は午前9時～午後７時
■予防などの相談
問健康推進課　☎0968（25）7219

■上下水道料金の猶予や相談
問水道局 お客様センター ☎0968（25）1811
■市営住宅家賃の支払い猶予
問都市整備課 ☎0968（25）7243
■税の納付猶予
問税務課 ☎0968（25）7208
■ 国民健康保険税・後期高齢者医療保険料の減

免または納付猶予
■国民年金保険料免除などに係る臨時特例手続
問健康推進課 ☎0968（25）7218
■介護保険料の減免または納付猶予
問高齢支援課 ☎0968（25）7215
■児童扶養手当受給者への臨時特別給付金
■児童手当受給者への臨時特別給付金
問子育て支援課 ☎0968（25）7214
■菊池市奨学金の返還猶予や貸付基準の緩和
問学校教育課 ☎0968（25）7230
■熊本県生活困窮大学生等のための給付金
問県生活困窮大学生等給付金窓口 ☎096（333）2738
■収入減少に伴う生活困窮相談
問生活支援課くらしサポートセンター ☎0968（25）1411

健康に関する相談

生活に関する支援

健康への心配、売り上げ減少への不安など、生活
や雇用を守るための情報や支援制度を紹介します。
要件や申請方法などは各担当課や事業所などにお
問い合わせください。

新型コロナウイルス感染症

新型コロナウイルス感染症に関する総合窓口

経営に関する支援

最新情報はホームページから
▶菊池市ホームページ
▶菊池市商工会ホームページ
▶首相官邸ホームページ
▶熊本県ホームページ
▶熊

くま

本
もと

県
けん

外
がい

国
こく

人
じん

サポートセンター

市ホームページは
こちらから↓

　申請書を各家庭の世帯主宛に郵送しています。
申請書（ピンク色）に必要事項を記入の上、本人
確認書類（運転免許証や保険証など）の写しと口
座のわかる書類（通帳やキャッシュカード）の写し
を申請書の裏面に添付してください。
　同封の返信用封筒で郵送による申請にご協力
をお願いします。

【受付期間】８月14日㈮まで（当日消印有効） 
問特別定額給付金推進室 ☎0968（25）1297

１人10万円の特別定額給付金
申請受付中

８月に開催を予定していた「きくち夏まつり」と「しすい孔子公園夏まつり」は
新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、中止となりました。

今年の分まで盛大に開催できるよう、来年に向けて準備を進めていきます。
ご理解とご協力をよろしくお願いします。

【問い合わせ先】 商工観光課 ☎0968（25）7223

きくち夏まつり・しすい孔子公園夏まつり

中止のお知らせ

菊池白龍會のコンセプトであ
る「夏まつりや白龍を通し

て地域を活性化する」という思い
を大切にしながら、勇壮な白龍の
演舞を披露できるよう、来年に向
け準備を進めます。市内外から
多くの人が訪れる祭りです。来年
の白龍の演舞にご期待ください。

菊池夏祭り実行委員会
菊池白龍會 第二十四代総代

泗水町街づくり対策委員会
実行委員長

林
はやし

田
だ

友
とも

和
かず

さん（富の原一） 後
ご

藤
とう

心
しん

吾
ご

さん（福本一）

しすい孔子公園夏まつりは、
スポンサーや団体、地権者、

消防、警察など、多くの人の協力
で成り立っています。改めて感謝
申し上げます。開催を楽しみにし
ていた人も大勢いらっしゃると思
いますが、来年、泗水の夜空を彩
る1.5尺玉にご期待ください。
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国
民
年
金
保
険
料
の

支
払
い
に
困
っ
た
ら
…

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経
済
的

に
困
難
な
場
合
、保
険
料
の
納
付
が「
免

除
」
ま
た
は
「
猶
予
」
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
将

来
の
年
金
受
給
権
の
確
保
だ
け
で
な
く
、

万
一
の
事
故
な
ど
に
よ
り
障
害
を
負
っ

た
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❶ 

免
除（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
）申
請

　

本
人
、
配
偶
者
（
別
居
中
の
配
偶
者

を
含
む
）、
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
や
失
業
な

ど
の
理
由
が
あ
る
場
合
、
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
全
額
免
除
ま
た
は
一

部
免
除
と
な
り
ま
す
。

❷ 

納
付
猶
予
申
請

　

50
歳
未
満
の
人
（
学
生
を
除
く
）
で
、

本
人
、
配
偶
者
（
別
居
中
の
配
偶
者
を

含
む
）
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

❸ 

学
生
納
付
特
例
申
請

　

大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学

校
に
在
学
す
る
学
生
な
ど
で
、
学
生
納

付
特
例
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
度
の
前

年
の
所
得
が
基
準
以
下
ま
た
は
失
業
な

ど
の
理
由
が
あ
る
場
合
、
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

※ 

❶
の
免
除
を
受
け
た
期
間
は
将
来
の

老
齢
基
礎
年
金
の
額
が
増
額
さ
れ
ま

す
が
、
❷
❸
の
納
付
猶
予
を
受
け
た

期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
の
額
は
増
額

さ
れ
ま
せ
ん

※ 

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、
付
加
年

金
お
よ
び
国
民
年
金
基
金
は
ご
利
用

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
付
加
年
金
お
よ
び
国
民
年
金

基
金
は
、
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
の

加
入
が
で
き
ま
せ
ん

「
保
険
料
の
追
納
制
度
」を

ご
存
知
で
す
か

　

免
除
を
受
け
た
期
間
や
納
付
猶
予
期

間
お
よ
び
学
生
納
付
特
例
期
間
の
保
険

料
は
、
10
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
満

額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め

に
、
生
活
に
余
裕
が
で
き
た
と
き
に
は

納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間

の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
3
年
度
目
以

降
は
、
当
時
の
保
険
料
に
加
算
額
が
つ

き
ま
す
の
で
早
め
に
追
納
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

問い合わせ先 健康推進課高齢者医療・年金係  ☎0968（25）72１８

国民年金は「老齢年金」「障害年金」「遺族年金」の３つの年金があり、“今”と“将来”
を支える大切な備えです。日本に住んでいる20歳以上60歳未満のすべての人が
加入する国民年金の情報をお伝えします。

問い合わせ先 健康推進課健康推進係 ☎0968（25）7219

熱
中
症
を
引
き
起
こ
す
条
件

　

熱
中
症
は
「
環
境
」「
体
」「
行
動
」

の
3
つ
の
要
素
が
重
な
る
と
起
き
や
す

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
環
境
】
気
温
や
湿
度
が
高
い
、
風
が

弱
い
、
締
め
切
っ
た
屋
内
や
エ
ア
コ
ン

の
な
い
部
屋
な
ど

【
体
】
寝
不
足
や
風
邪
な
ど
の
体
調
不

良
、
下
痢
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
に

よ
る
脱
水
状
態
、栄
養
不
足
、年
齢
（
高

齢
者
や
子
ど
も
）
な
ど

【
行
動
】
激
し
い
運
動
、
長
時
間
の
外

で
の
活
動
、
水
分
補
給
が
で
き
て
い
な

い
状
況
な
ど

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

熱
中
症

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
予
防
で
マ
ス
ク
着
用
、
外
出
自

粛
の
日
々
が
続
き
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク

も
高
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
人
が
外
出
自
粛
を
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
汗
を
か
い
て
い
な
い
、
外

で
の
活
動
を
し
て
い
な
い
と
い
っ
た
傾

向
に
あ
り
、
体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な

い
た
め
、
急
な
外
出
を
行
う
こ
と
で
熱

中
症
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

マ
ス
ク
着
用
に
よ
っ
て
体
に
熱
が
こ

も
り
や
す
く
な
っ
た
り
、
喉
の
渇
き
が

感
じ
づ
ら
く
な
り
、
知
ら
な
い
う
ち
に

脱
水
が
進
み
熱
中
症
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
り
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予

熱
中
症
と
は

　
「
暑
い
環
境
で
生
じ
る
健
康
障
害
の

総
称
」
で
す
。

　

通
常
は
、
体
温
が
高
く
な
る
と
熱
を

外
に
逃
す
た
め
に
汗
を
か
い
て
、
体
温

調
節
の
機
能
が
自
動
的
に
働
き
、
平
熱

に
戻
し
て
く
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
熱

を
逃
す
機
能
が
正
常
に
働
い
て
い
な

か
っ
た
り
、
外
の
気
温
が
高
く
な
っ
た

り
す
る
と
、
体
に
溜
ま
っ
た
熱
を
外
に

逃
が
し
に
く
く
な
り
ま
す
。
体
に
熱
が

溜
ま
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
体
温
が
上
昇

し
、
熱
中
症
に
な
り
ま
す
。

暑さが気になる季節になりました。新型コロナウイルス感染症の予防が続く
中で、もう１つ気を付けなければならないのが“熱中症”です。日頃から注意し
てほしいポイントをお伝えします。

～ 日常生活に運動を取り入れよう! ～
　活動的な毎日を過ごせるように、筋トレを始めましょ
う。ちょっとしたスキマ時間に、その場ですぐできる簡
単な運動をするだけでも、効果を得ることができます。
　体操中は「1、2、3、4」と声に出して数えましょう。

かかとの上げ下げ　しっかり歩くために必要なつま先
とふくらはぎの筋力を強化する運動です。
❶両足を軽く開き、机や椅子の背をつかんでまっすぐ
に立つ ❷つま先を軸に「1、2、3、4」と数えながら、
ゆっくりと両足のかかとを上げる ❸続け
て「5、6、7、8」と数えながら、かかとを下
ろして元の姿勢に戻す ❹1～3を
10回繰り返す
　いくつになっても鍛えれば、運動
機能は向上します。無理のない範
囲で日常生活に運動を取り入れ、
毎日コツコツ続けましょう。

問高齢支援課地域包括支援係　☎0968（25）7216

　暑い環境で活動をする前に、自身のコンディショ
ンをチェックしてみましょう。1つでも当てはまる
場合は、十分に注意しましょう。

「具体的な治療の必要性」の観点から、Ⅰ度、Ⅱ度、
Ⅲ度の分類に分けられます。

熱中症の症状

● 体力に見合った強度の作業や運動であるか
● 暑い環境に体が慣れてきたか（活動して3日以

上経っているか）
● 熱中症の既往歴はないか
● 肥満ではないか
● 高血圧などの疾患と薬の服用がないか
● 寝不足ではないか
● 過度のアルコール摂取、または二日酔いでは

ないか
● 朝食は食べたか
● 風邪や体調不良ではないか
● 脱水状態ではないか

●
水
分
補
給

・ 

こ
ま
め
に
水
分
補
給
、
の
ど
が
渇
く

前
に
水
分
補
給

・
1
日
あ
た
り
１
・
２
㍑
の
水
分
補
給

・
起
床
時
、
入
浴
前
後
の
水
分
補
給

・ 

大
量
に
汗
を
か
い
た
時
は
塩
分
も
忘

れ
ず
に

防
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
熱
中
症

予
防
に
つ
い
て
も
、
い
つ
も
以
上
に
意

識
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

熱
中
症
の
予
防
に
つ
い
て

●
室
内
で
の
工
夫

・
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温
度
を
調
節

・ 

遮
光
カ
ー
テ
ン
、
す
だ
れ
、
打
ち
水

を
利
用

・
室
温
、
湿
度
を
こ
ま
め
に
確
認

●
屋
外
で
の
工
夫

・
日
傘
や
帽
子
の
活
用

・
日
陰
の
利
用
、
こ
ま
め
な
休
憩

・ 

炎
天
下
で
は
放
射
熱
を
吸
収
す
る
黒

色
系
の
素
材
を
避
け
る

・ 

天
気
の
良
い
日
は
日
中
の
外
出
を
で

き
る
だ
け
控
え
る

Ⅰ度 現場での応急処置で
対応できる軽症

めまい・失神（立ちくらみの状態）、筋肉
痛・筋肉の硬直（筋肉のこむら返り） 

Ⅱ度 病院への搬送を必要
とする中等症

頭痛・吐き気・嘔吐・倦怠感・虚脱感（体が
ぐったりする、力が入らない）

Ⅲ度 入院して集中治療の
必要性のある重症

Ⅱ度の症状に加え、意識障害・けいれん・
手足の運動障害（呼びかけや刺激への
反応がおかしい）、高体温、肝機能異常、
腎機能障害、血液凝固障害

献血を実施する事業所を募集中です！
　熊本県赤十字血液センターでは、企業や学校など
団体での献血への協力をお願いしています。
　血液製剤には有効期間があり、安定的に患者へ血
液を届けるには、継続的な献血への協力が必要不可
欠です。しかし、新型コロナウイルス感染症の影響で、
献血協力者や献血バスの巡回が減少している状況で
す。
　以下に献血バス配車の目安を記載していますので、
ご検討ください。

１日献血の場合（400mL献血：50～60人程度）
【時間】午前９時30分～正午、午後１時30分～４時
半日献血の場合（400mL献血：30人程度）

【時間】午前9時30分～正午または午後１時30分～４時
献血バスの駐車場所 

【全長】12m　【全幅】３m　【全高】４m
受付場所　会議室、事務所など

問熊本県赤十字血液センター　☎096（384）6725
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問い合わせ先
菊池市教育委員会

生涯学習課内
☎ 0968（25）7232

青
少
年
育
成
推
進
員
だ
よ
り

No.52力
を
合
わ
せ
て

青
少
年
育
成
推
進
員
会
会
長

　
稲い

な

田だ

益ま
す

城き

　

令
和
２
年
は
、
試
練
の
年
と
な
り

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

世
界
的
な
流
行
に
よ
り
、
み
ん
な
が

忍
耐
の
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
行
事
や
会
合
の
中
止
、

諸
施
設
の
閉
鎖
、
店
舗
な
ど
の
休
業
。

学
校
も
長
期
休
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
人
も
子
ど
も
も
ス
ト
レ
ス
が
た

ま
っ
て
い
ま
す
。
国
は
「
緊
急
事
態

宣
言
」
を
解
除
し
ま
し
た
が
、
生
活

が
元
通
り
に
な
る
の
は
難
し
い
状
況

で
す
。
悲
し
い
か
な
、
Ｄ
Ｖ
が
増
え

て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
ま

す
。

　

こ
ん
な
時
こ
そ
、
ど
ん
な
考
え
方

や
行
動
を
す
る
か
が
大
切
で
す
。
私

事
で
す
が
、
外
出
し
な
い
お
か
げ
で

今
年
は
随
分
庭
が
き
れ
い
に
な
り
ま

し
た
。
断
捨
離
も
少
し
進
み
ま
し
た
。

物
事
を
前
向
き
に
捉
え
、
今
、
何
を

す
べ
き
か
考
え
て
行
動
し
た
い
も
の

で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
大
人
以
上
に
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
ま
す
。
学
校
は

No.45

６
月
か
ら
通
常
授
業
が
始
ま
り
ま
し

た
が
、
ま
だ
ま
だ
い
ろ
い
ろ
な
制
約

が
か
か
り
ま
す
。

　

こ
ん
な
時
こ
そ
、
み
ん
な
が
協
力

し
て
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
励
ま

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

青
少
年
育
成
推
進
員
会
で
も
取
り

組
み
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
の
力
で

花
房
総
合
運
動
ク
ラ
ブ
後
援
会
会
長

　
川か

わ

口ぐ
ち

克か
つ

明あ
き

　

花
房
総
合
運
動
ク
ラ
ブ
は
、
花
房

小
学
校
に
通
う
４
年
生
以
上
の
児
童

の
中
か
ら
、
希
望
者
を
募
っ
て
活
動

し
て
い
る
ク
ラ
ブ
で
す
。
小
学
校
の

部
活
動
が
社
会
体
育
に
移
行
し
た
平

成
30
年
度
に
保
護
者
を
中
心
に
設
立

し
、
今
年
度
で
３
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

毎
週
㈫
・
㈭
・
㈮
の
週
３
回
、
放

課
後
の
１
時
間
程
度
、
季
節
に
応
じ

た
ス
ポ
ー
ツ（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、水
泳
、

陸
上
、サ
ッ
カ
ー
）や
体
力
づ
く
り
を
、

地
域
の
指
導
者
を
お
招
き
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
体
力
向
上
・
健
康

増
進
を
図
り
、
ま
た
上
級
生
が
下
級

生
に
教
え
、
下
級
生
は
上
級
生
を
見

習
う
な
ど
、
集
団
生
活
の
基
礎
と
な

る
こ
と
を
覚
え
る
場
に
も
な
っ
て
い

て
、
心
身
と
も
に
健
全
な
子
ど
も
た

ち
に
育
つ
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
が
保
護
者

や
地
域
の
人
た
ち
、
学
校
の
先
生
た

ち
に
見
守
ら
れ
る
中
で
、
地
域
の
指

導
者
の
も
と
で
ス
ポ
ー
ツ
に
励
む
こ

と
で
、
地
域
と
学
校
の
連
携
・
一
体

化
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

昨年のユメミライレストラン

田中杯ソフトボール大会

　本年度計画していた下記の事業は、新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止のため、中止します。

　９月以降のふるさとかるた史跡めぐりなど、その他の
事業については、実施予定です。子どもたちの積極的
な参加と、市民の皆さんのご協力をお願いします。

・青少年健全育成講演会
・青少年育成キャンプ

・菊池市子ども議会
・ユメミライレストラン

事業中止のお知らせ

ロータリー駅伝大会

す
。
腹
筋
や
背
筋
に
効
果
的
で
す
。

　

写
真
1
の
姿
勢
で
、
30
秒
静
止
す

る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
注
意

点
は
、
体
が
一
直
線
に
な
る
よ
う
に

姿
勢
を
意
識
し
ま
す
。

　

お
尻
が
上
が
り
過
ぎ
た
り
、
腰
が

下
が
り
過
ぎ
た
り
す
る
と
効
果
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

プ
ラ
ン
ク
の
状
態
か
ら
、
片
足
を

床
と
平
行
に
な
る
よ
う
に
持
ち
上
げ
、

ま
っ
す
ぐ
な
姿
勢
で
30
秒
キ
ー
プ
し

ま
す
（
写
真
2
）。
左
右
交
互
に
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

プ
ラ
ン
ク
よ
り
も
少
し
負
荷
が
大

き
く
な
る
の
で
、
基
本
の
プ
ラ
ン
ク

に
慣
れ
て
き
た
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

主
に
腹
筋
と
腹
斜
筋
を
鍛
え
る
こ

と
が
で
き
る
プ
ラ
ン
ク
で
す
。
ウ
エ

ス
ト
の
引
き
締
ま
っ
た
ラ
イ
ン
を
作

る
た
め
に
適
し
て
い
ま
す
。

　

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
難
し
い

で
す
が
、
頭
か
ら
足
ま
で
一
直
線
に

な
る
よ
う
な
正
し
い
姿
勢
を
保
つ
よ

う
に
意
識
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

30
秒
を
目
安
に
姿
勢
を
キ
ー
プ

し
、
肩
に
力
が
入
り
す
ぎ
な
い
よ
う

に
し
っ
か
り
と
足
に
体
重
を
か
け
ま

し
ょ
う
（
写
真
3
）。

　

写
真
4
の
よ
う
に
、
上
側
の
腕
を

頭
の
先
に
伸
ば
し
て
キ
ー
プ
す
る
こ

と
で
負
荷
が
高
ま
り
ま
す
。

② 片足プランク
肩に力をいれず、背中のラインが真っすぐなるように

③ サイドプランク
足と頭が一直線になるように姿勢を意識する

③ サイドプランク
前後にバランスを崩さないように静止する

① プランク
肩に力をいれず、背中のラインが真っすぐなるように

　

う
つ
伏
せ
に
な
っ
た
状
態
で
前
腕

と
肘
、
そ
し
て
つ
ま
先
を
地
面
に
つ

き
体
を
浮
か
せ
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で

考
え
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
に
、
３
月
以
降
活
動
を

休
止
し
て
い
ま
す
が
、
来
る
べ
き
再

開
の
時
ま
で
準
備
を
整
え
、
子
ど
も

た
ち
の
元
気
な
声
や
姿
に
会
え
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

乙
姫
さ
ん
と
大
な
ま
ず（
旭
志
・
姫
井
）

　

そ
の
昔
、
阿
蘇
の
乙
姫
が
旭
志
の

姫
井
神
社
の
そ
ば
で
、
合
志
川
の
洪

水
で
流
さ
れ
ま
し
た
。
や
が
て
川
下

で
姫
の
姿
が
浮
き
上
が
り
、
川
上
に

戻
っ
て
き
ま
し
た
。
大
な
ま
ず
が
姫

を
乗
せ
、
運
ん
で
い
た
の
で
す
。
姫

を
降
ろ
す
と
、
大
な
ま
ず
は
い
ず
こ

に
か
姿
を
消
し
て
い
ま
し
た
。

げ
て
い
き
ま
す
。
ひ
ざ
と
つ
ま
先
は
同

じ
方
向
を
向
け
て
、
体
は
ま
っ
す
ぐ
の

姿
勢
で
お
尻
を
ゆ
っ
く
り
下
げ
ま
す
。

戻
る
時
も
ゆ
っ
く
り
上
げ
ま
し
ょ
う

（
写
真
5
）。

　
主
に
お
尻（
大
殿
筋
）と
太
も
も（
大

腿
四
頭
筋
）
を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
代
謝
が
良
く
な
り
、
ダ
イ
エ
ッ
ト

効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
紹
介
し
た
、「
お
う
ち
で
エ
ン
ジ
ョ

イ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」
の
動
画
を
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
運
動
不
足
解
消
に
努
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

『
家
庭
で
も
で
き
る
！ 

ソ
フ
ト
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
＆
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
紹

介
！
』
動
画
二
次
元
コ
ー
ド
↓

第12回
を
乙
姫
を

　

乗
せ
て
き
た
の
は

　
　
　
　

 

大
な
ま
ず

第12回きくちふるさと
かるた大会

問い合わせ先
菊池市

スポーツ推進委員
協議会広報部

☎0968（25）7234

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
だ
よ
り

　
運
動
が
苦
手
な
初
心
者
の
人
に
も
お

す
す
め
な
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
。

　
両
足
を
肩
幅
程
度
に
広
げ
、
椅
子
に

座
る
と
き
の
よ
う
に
、
股
関
節
か
ら
曲

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
外
出
制
限
や
在
宅
勤
務

な
ど
で
、運
動
不
足
の
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
、ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
か
ら
自
宅
で
も
で
き
る
簡
単
な
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
を
紹
介
し
ま
す
。
無
理
の
な
い
範
囲
で
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
う
ち
で
エ
ン
ジ
ョ
イ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

④ スクワット
膝がつま先より前に出ないように注意する

1

2

34

5

① 

プ
ラ
ン
ク

② 

片
足
プ
ラ
ン
ク

③ 

サ
イ
ド
プ
ラ
ン
ク

④ 

ス
ク
ワ
ッ
ト
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入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

万句の里俳句会
せせらぎ俳句会
旭志文芸教室俳句の会

七城短歌会
「里」短歌会／渓流短歌会

菊池短歌会

井芹 ☎090（1342）2151
藤本 ☎0968（38）4087
中尾 ☎0968（37）2578

佐々 ☎0968（24）3761

木原 ☎090（5284）2418
安藤 ☎0968（25）4285

中央図書館
泗水図書館
七城図書館
旭志図書館

中央公民館
泗水公民館
七城公民館
旭志公民館

☎ 0968（25）1672
☎ 0968（25）2028
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

月曜日
休 館 日

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1115
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

キクロスホームページ　http://www.library-kikuchi.jp
キクロスフェイスブック　https://www.facebook.com/KiCROSS.LL/

キクロスホームページ

７月のテーマ「山」 集う、学ぶ、結ぶ－。地域づくりの活動拠点

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

1

山
と
渓
谷
社

2

ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド

3

評
論
社

4

バーバラ・オコーナー／作
こだまともこ／訳

4  スモーキー山脈からの手紙

　問題を抱える4つの家族が、
売りに出されたホテルに集ま
り、つながっていく…。優しい
気持ちになれる1冊です。

田
た

中
なか

陽
よう

希
き

／著
1 日本百名山ひと筆書き

山と渓谷社／著
２ 山のおつまみレシピ100

　少ない材料で作れるおつま
みレシピが満載です。簡単な
ものから本格的なものまで、
豊富に掲載。家キャンプやベ
ランピングにおすすめです。

　日本百名山をひと筆書きで
踏破する! 陸路は徒歩、海路
はカヤック。約7,800㎞を自
分の力だけで制覇した、前人
未到の旅の記録です。

かさいまり／文　村
むら

上
かみ

康
やす

成
なり

／絵

３ ぴっけやまの
　おならくらべ

　ぴっけやまで、くらべっこが
大好きな動物たちが、おなら
くらべを始めたよ。１番は誰か
な…。ほっこりする１冊です。

図 書 館

　公民館は、学習や地域づくりを支援するための拠点施
設です。約70年前に新たな人づくり、地域づくりの機関
として設置されました。1949年には社会教育法の制定
で法的にも位置付けられた日本独自の施設です。
　皆さんの身近にある地区の公民館は「自治公民館」に
分類され、地域で管理しています。市公民館は「公立公
民館」に分類され、公民館条例の下、運営しています。

　公民館は市民の皆さんの学習拠点となる場所です。
当面の間、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、
利用人数や利用方法などに制限がありますが、さまざま
な場面で活用してください。

1 使用する目的を伝え、団体を登録する。（初回のみ）
2 日時や使用する目的に合った部屋を決める。
3  使用する公民館の窓口かホームページから申請して

使用料を支払う。
4 当日、部屋を使おう！

公 民 館

　市内には公民館を拠点に活動している自主サークルが
あります。情報は各公民館の窓口で閲覧できます。新た
な生きがいづくり・つながりづくりのきっかけにもなりま
すので、興味がある人は気軽にお問い合わせください。

新しいことに挑戦してみよう！

前
向
き
に
生
き
来
し
戦
後
昭
和
の
日

久
し
ぶ
り
帰
る
夫つ

ま

待
つ
豆
ご
飯

名
刹
の
甍い

ら
かを
染
む
る
樟
若
葉

騒
が
し
く
追
ひ
つ
追
は
れ
つ
鳥
交さ

か

る

眩
し
さ
を
や
さ
し
く
返
す
若
葉
か
な

万
句
の
里
俳
句
会  

5
月
句
会

生
き
を
れ
ば
八
十
五
の
今
日
誕
生
日
夫
好
物
の
メ
ロ
ン
を
供
う

は
や
り
病
感
染
防
止
に
遊
行
止
め
作
業
着
ま
と
い
菜な

園ぞ
の

に
来
た
り

毎
日
の
我
の
食
欲
気
遣
ひ
て
く
れ
る
家う

か
ら族
の
温
と
し
身
に
し
む

駆
け
抜
く
る
坂
な
り
崖
に
群
生
の
羊し

歯だ

の
ま
緑
気
を
安
ま
す
る

グ
ラ
マ
ン
が
低
空
飛
行
で
花
房
の
飛
行
場
爆
撃
七
十
五
年
経
し
今
日

緒
方　
寛
子

渡
辺　
光
夫

高
木　
　
精

佐
　々
重
弘

嶋
田　
晴
美

七
城
短
歌
会  

5
月
詠
草

空
高
く
な
び
く
孟
宗
の
竹
林
五
月
の
空
に
葉
を
ま
き
散
ら
す

令
和
二
年
の
コ
ロ
ナ
の
終
息
願
い
つ
つ
祈
り
を
込
め
て
庭
桜
植
ゆ

狭
庭
辺
の
流
れ
に
生あ

れ
し
か
三
つ
四
つ
蛍
の
灯
り
闇
を
点と

も

せ
り

北
満
に
て
戦
死
し
し
父
そ
の
無
念
黒
河
は
流
る
何
も
無
き
か
に

東
塔
の
一
三
０
０
年
の
時と

代き

経
る
も
祈
り
伝
へ
し
釈
迦
の
御
魂
を

山
城　
雅
子

梶
原
美
智
代

林　
　
淑
子

桑
野　
睦
子

宮
本　
淑
子

「
里
」短
歌
会  

5
月
詠
草

コ
ロ
ナ
禍
に
か
ま
ぼ
こ
、
外
郎
送
り
く
る「
元
気
し
ち
ょ
る
」
と
山
口
弁
で

ク
ラ
ス
タ
ー
・
オ
ー
バ
ー
シュ
ー
ト・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、コ
ロ
ナ
旋
風
用
語
殖
や
せ
り

コ
ロ
ナ
禍
で
花
の
盛
り
に
落
と
さ
れ
て
人
影
消
え
た
里
の
藤
棚

紫
陽
花
の
花
き
は
や
か
に
咲
き
満
ち
る
君
の
在
ら
ざ
る
こ
の
世
の
隅
で

つ
つ
じ
咲
く
今
朝
の
庭
先
陽
の
熱
く
蟻
の
行
列
み
ん
な
が
急
ぐ

田
中　
遥
子

岩
根　
博
恵

堤　
よ
し
み

中
川　
愛
子

山
城　
雅
子

渓
流
短
歌
会  

6
月
詠
草

子
の
群
れ
を
遠
く
近
く
に
見ま

守も

り
い
る
雷
魚
の
母
に
誤
り
は
な
し

家
々
に
夕
餉
の
灯
り
遠
蛙
し
も
つ
け
の
花
も
淡
く
咲
き
つ
つ

身
の
置
き
処
な
き
が
に
嬉
々
た
る
揚
げ
ひ
ば
り
蒼
穹
ふ
か
き
に
命
さ
ら
せ
り

草
刈
り
て
戻
れ
ば
草
の
切
れ
端
の
ほ
ほ
に
つ
け
る
を
君
が
と
り
た
る

雨
に
濡
れ
山
あ
じ
さ
い
の
間あ

い

に
咲
く
白
い
十
字
架
ど
く
だ
み
の
花

古
賀　
勝
士

中
川　
愛
子

怒
留
湯
健
蓉

安
藤　
則
子

川
口
す
み
子

菊
池
短
歌
会  

6
月
詠
草

緑
陰
に
憩
え
ば
四
方
に
小
風
あ
り

保
健
師
の
過
労
死
報
ず
青
葉
寒

母
の
日
や
今
年
の
花
は
宅
急
便

小
さ
き
靴
ひ
と
つ
脱
げ
落
ち
草
若
葉

風
向
き
の
変
わ
れ
ば
匂
う
柚
子
の
花

五
丁　
義
昭

藤
本
ア
ツ
子

森　
　
正
子

坂
崎
ユ
キ
子

青
木
ユ
リ
子

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会  

5
月
例
会

う
ぐ
い
す
の
声
追
い
か
け
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

春
愁
や
あ
の
町
こ
の
町
静
も
り
て

鶯
の
ふ
た
声
目
に
は
谷
渡
り

天
空
も
絵
巻
物
な
り
さ
く
ら
風

蜜
蜂
の
群
が
る
小
昼
梨
の
花

芹
川
の
り
子

水
谷　
ミ
ネ

芹
川　
蓉
子

藤
本
け
い
子

中
尾
ヨ
シ
コ

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会  

5
月
詠
草 川

口　
二
子

岩
木　
敬
治

加
藤　
妙
子

中
路　
郁
子

宮
本　
雅
子

　平成8年から、子どもたちの心に思い思いの夢を描い
てほしいと、お話の出前を続けています。七城小学校で

の朝の読み聞かせやおは
なし会、七城図書館おはな
し会、ブックスタート事業
でのサポートなどの活動を
行っています。

「くれよん・くらぶ」
読み聞かせグループ 予約方法がインターネットからの

仮予約受付になります
　利用予約は窓口での受付のみでしたが、インターネッ
ト（予約システム）からの予約受付に変わります（8月3日
㈪午後6時開始）。詳しくは23ページをご覧ください。
※ 団体登録や利用料金の支払いは、これまで通り

窓口のみの受け付けです

８月３日スタート！

インターネット予約サイトはこちらから ▶▶▶
https://www.11489.jp/Kikuchi/web/
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問
い
合
わ
せ
先

人
権
啓
発・男
女
共
同
参
画
推
進
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
９

178

　

２
０
０
７
（
平
成
19
）
年
に
市
で

策
定
さ
れ
た
「
菊
池
市
人
権
教
育
・

啓
発
基
本
計
画
」（
以
下
、「
基
本
計

画
」）
を
改
定
し
ま
し
た
。

◆ 

基
本
計
画
は
、
な
ぜ
必
要
な
の
で

す
か

　
「
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
法
」
の
第

5
条
の
「
そ
の
地
域
の
実
情
を
踏
ま

え
、
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
に
関

す
る
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す

る
責
務
を
有
す
る
」
を
受
け
策
定
さ

れ
ま
し
た
。「
市
民
一
人
一
人
の
人
権

が
大
切
に
さ
れ
る
差
別
の
な
い
明
る

い
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た
め

に
必
要
で
す
。

◆ 

今
で
も
差
別
が
あ
る
の
で
す
か

　

数
年
前
、
市
に
結
婚
相
手
の
身
元

に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
の
電
話
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
結
婚

差
別
に
関
わ
る
問
題
で
す
。
一
昨
年

の
市
民
意
識
調
査
結
果
で
も
、
部
落

差
別
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
人
権
問
題

が
起
き
て
い
る
か
の
問
い
に
対
し
て
、

結
婚
問
題
が
上
位
を
占
め
て
い
ま

す
。
女
性
の
人
権
問
題
も
、
男
は
仕
事
、

女
は
家
庭
、
と
い
っ
た
考
え
方
が
依

然
と
し
て
根
強
く
残
っ
て
い
る
と
い

う
結
果
が
出
て
き
ま
し
た
。
こ
の
他

に
も
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
が
い

者
の
人
権
な
ど
、
私
た
ち
の
周
り
に

は
数
多
く
の
人
権
課
題
が
あ
り
ま
す
。

◆ 

市
で
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
か

　

菊
池
市
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協

議
会
を
中
心
に
6
部
会
を
設
け
、
行

政
、
学
校
・
園
、
各
種
団
体
、
市
民

が
手
を
取
り
合
い
な
が
ら
、
人
権
教

育
と
人
権
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

主
に
、
▼
就
学
前
教
育
講
演
会
・

実
践
報
告
会 
▼
人
権
教
育
授
業
研
究

会
・
実
践
発
表
会 
▼
市
職
員
人
権
・

同
和
教
育
研
修
会 
▼
ふ
る
さ
と
懇
談

会 

▼
市
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会 

▼
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 
▼
啓
発

リ
ー
フ
レ
ッ
ト「
ふ
る
さ
と
」▼
人
権・

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ 

▼
市
ま
ち
づ
く

り
推
進
委
員
研
修
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

乳
幼
児
の
健
や
か
な
育
ち
を
保
障

で
き
る
よ
う
家
庭
と
地
域
と
の
連
携

を
深
め
、
学
校
教
育
に
つ
な
い
で
い

ま
す
。
学
校
教
育
で
は
、
一
人
一
人

に
関
わ
り
な
が
ら
豊
か
な
人
間
性
を

育
て
る
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

社
会
教
育
で
は
、
関
係
団
体
や
地
域

を
軸
と
し
て
、
み
ん
な
で
取
り
組
む

体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。 

◆ 

取
り
組
み
の
効
果
は
あ
り
ま
す
か

　

市
民
の
声
が
直
接
聞
け
る
「
ふ
る

さ
と
懇
談
会
」
は
、
人
権
意
識
の
変

基
本
計
画
の
改
定
版
が
で
き
ま
し
た

地
域
人
権
教
育
指
導
員　
宮み

や

川が
わ

淳じ
ゅ
ん

一い
ち

化
を
知
る
大
切
な
機
会
で
す
。
自

分
た
ち
の
住
む
地
域
を
自
ら
の
手
で
、

よ
り
よ
い
地
域
に
変
え
る
た
め
に
、

住
民
が
ひ
ざ
を
突
き
合
わ
せ
て
本
音

で
語
り
合
え
る
場
で
す
。

　

あ
る
区
で
は
、
地
域
子
ど
も
会
が

高
齢
者
と
交
流
し
た
こ
と
を
懇
談
会

で
発
表
し
、
自
分
た
ち
の
ふ
る
さ
と

を
大
切
に
思
う
心
を
育
て
る
取
り
組

み
が
あ
り
ま
し
た
。
世
代
を
超
え
て
、

地
域
を
よ
り
よ
い
も
の
に
し
て
い
く

す
ば
ら
し
い
実
践
で
す
。

◆ 

私
に
で
き
る
こ
と
は
何
で
す
か

　

私
た
ち
は
、
自
分
の
こ
と
と
重
な

ら
な
け
れ
ば
、
他
人
事
と
し
か
捉
え

な
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
基
本
計
画

で
も
触
れ
て
い
ま
す
が
、
自
分
の
周

り
に
あ
る
人
権
課
題
に
目
を
向
け
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
根
拠
の
な
い
う
わ
さ
話
に

流
さ
れ
、
思
い
込
み
や
偏
見
な
ど
で

人
を
判
断
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
過
ち
を
な
く
す

た
め
に
も
正
し
い

情
報
を
共
有
す
る

必
要
が
あ
り
ま

す
。
一
緒
に
誰
も

が
住
み
よ
い
菊
池

市
を
創
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

い
つ
か
世
界
一
周
の
旅
を
し
て
み

た
い
…
。
人
生
の
ロ
マ
ン
を
夢
見
る

人
も
多
い
だ
ろ
う
。
現
在
、
国
連
加

盟
国
は
１
９
３
カ
国
だ
が
、
米
国
の

「
世
界
旅
行
者
非
営
利
団
体
（
Ｔ
Ｃ

Ｃ
）」
は
３
２
７
の
国
や
地
域
を
旅
行

地
に
指
定
し
て
い
る
。

　

去
年
の
夏
、
２
６
４
の
国
や
地
域

を
旅
行
し
た
韓
国
人
男
性
が
話
題
に

な
っ
た
。
イ
・
へ
ウ
ク
さ
ん
（
81

歳
）、
元
韓
国
電
気
通
信
公
社
（
現
Ｋ

Ｔ
）
社
長
だ
。 

彼
の
初
海
外
訪
問
は

１
９
７
１
年
に
出
張
で
行
っ
た
日
本

だ
っ
た
そ
う
だ
。
そ
の
後 

１
９
９
３

年
に
引
退
し
て
か
ら
は
夫
婦
で
本
格

的
に
海
外
旅
行
を
始
め
た
と
い
う
。

イ
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
50
年
近
く
か
け

て
世
界
を
旅
し
、
２
０
１
８
年
に
は

Ｔ
Ｃ
Ｃ
か
ら
プ
ラ
チ
ナ
会
員
認
証
を

受
け
た
。 

　

彼
が
こ
の
大
記
録
を
立
て
ら
れ
た

秘
訣
は
緻
密
な
計
画
だ
そ
う
だ
。
夫

婦
は
元
気
な
う
ち
に
遠
く
の
中
南
米

を
旅
し
始
め
た
。 

１
９
９
７
年
か
ら

５
年
間
で
中
南
米
と
カ
リ
ブ
海
地
域

を
回
り
、
南
極
大
陸
と
周
辺
の
フ
ォ
ー

ク
ラ
ン
ド
な
ど
は
南
米
と
は
別
に

行
っ
た
。 

そ
の
後
は
太
平
洋
の
島
々
、

中
東
、
ア
フ
リ
カ
の
順
に
旅
し
た
。

　

１
つ
の
大
陸
や
地
域
を
旅
行
す
る

際
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
全
て
の

国
に
行
け
る
よ
う
動
線
を
組
ん
だ
。

ア
ジ
ア
各
国
は
暇
を
見
つ
け
て
個
人

旅
行
や
団
体
旅
行
で
行
っ
た
と
い
う
。

　

も
う
１
つ
の
秘
訣
は
、
倹
約
と
節

約
だ
。「
旅
先
で
は
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
で

食
事
を
済
ま
せ
た
り
、
安
い
宿
に
泊

ま
っ
た
り
し
て
費
用
を
最
小
限
に
し

た
」
と
語
る
。 

夫
婦
は
今
も
車
を
所

持
し
て
い
な
い
。
移
動
手
段
は
バ
ス

（
Ｂ
）、
地
下
鉄
（
Ｍ
）、
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
（
Ｗ
）
の
Ｂ
Ｍ
Ｗ
だ
と
笑
っ
て
話
す
。

　
彼
は
旅
行
関
連
の
本
を
2
冊
書
き
、

ソ
ウ
ル
を
は
じ
め
韓
国
の
さ
ま
ざ
ま

な
会
場
で
旅
行
の
写
真
展
を
開
催
し

て
い
る
。 

あ
る
会
社
が
２
０
１
１
年

に
実
施
し
た
「
老
後
準
備
実
態
」
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
「
引
退
生
活
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
」
1
位
に
な
っ
た
。

　

彼
は
世
界
一
周
旅
行
の
良
さ
を
こ

う
語
っ
た
。「
私
た
ち
夫
婦
は
旅
行
を

通
し
て
思
い
や
り
と
協
働
心
を
育
て

ま
し
た
。 

そ
し
て
夫
婦
で
思
い
出
を

分
か
ち
合
い
、
い
つ
も
会
話
の
ネ
タ

が
尽
き
ま
せ
ん
。 

こ
れ
が
ま
さ
に
旅

行
の
魅
力
で
す
」

　

豊
か
に
生
き
る
と
は
、
多
額
の
お

金
を
使
っ
た
贅
沢
な
生
活
で
は
な
く
、

心
を
満
足
さ
せ
る
温
か
な
生
き
方
で

は
な
い
か
。

世
界
一
周
旅
行
を
し
て
み
た
ら

こ
ん
に
ち
は
金キ

ム

で
す
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④

金堤市地平線祭りに参加
した菊池市民交流団

友好都市・韓国　全
チョル

羅
ラ

北
プク

道
ト

 金
キム

堤
ジェ

市
シ

　金堤市は、ソウルから車で約3時間半の場所にあり、人
口約83,000人。面積は544.9㎢あり、菊池市の約2倍の
広さがあります。
　旧泗水町の頃、当時の金堤邑と産業形態などが類似し
ていることから親交が深まり、1985（昭和60）年に町村合
併30周年を記念して姉妹都市を締結。合併後の2006（平
成18）年に、改めて友好都市の締結を調印しました。
　11月には、コスモスマラソンへ参加するため金堤市から
交流団が来菊。市からも、金堤市地平線祭りに合わせて市

民交流団を派遣する
など、交流を深めてい
ます。

絵・文／橋
は し

本
も と

以
い

蔵
ぞ う

第 一 章

　延寿鍛冶は菊池十代武
たけ

房
ふさ

の招きに応じて菊池入りし、
鎌倉時代末期から南北朝期を通じて繁栄しました。延
寿太郎というのは分かりやすく言えば刀鍛冶のブラン
ド名で、多数の刀剣師を抱えて工房化し、大勢の使用
人を使役して巨大ビジネスを展開していたと思われます。
外貨獲得のための重要な産業だったのです。

其の13  延寿鍛冶屋敷

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
一
族
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
室 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
６
７

兜
を
割
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
い
う

逸
話
を
持
ち
、
時
代
劇
「
子
連
れ
狼
」

や
「
必
殺
仕
事
人
」
な
ど
の
作
品
の

中
で
も
「
強
い
剣
士
の
好
む
刀
」
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。「
折
れ
ず

曲
が
ら
ず
同
田
貫
」
と
あ
だ
名
さ
れ
、

強
く
丈
夫
な
剛
刀
の
イ
メ
ー
ジ
を
確

立
し
て
い
る
同
田
貫
刀
で
す
が
、
そ

の
歴
史
を
紐
解
く
と
、
菊
池
一
族
に

深
い
ゆ
か
り
の
あ
る
刀
剣
な
の
で
す
。

同
田
貫
の
祖
「
延
寿
」

　

同
田
貫
は
「
延
寿
」
と
い
う
刀
鍛

冶
の
末
流
に
あ
た
る
の
で
す
が
、
こ

の
延
寿
一
族
こ
そ
、
菊
池
一
族
の
お

抱
え
鍛
冶
と
し
て
活
躍
し
た
人
々
で

し
た
。
延
寿
鍛
冶
の
は
じ
ま
り
は
、

文
永
年
間
、
菊
池
一
族
の
10
代
武た

け

房ふ
さ

の
時
代
で
、
蒙
古
襲
来
（
元
寇
）
の

頃
で
あ
る
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

当
時
、
世
界
最
強
と
言
わ
れ
た
蒙

古
（
モ
ン
ゴ
ル
）
軍
を
迎
え
撃
つ
た

め
に
、
強
い
刀
を
求
め
た
武
房
が
、

京
都
で
活
躍
し
て
い
た
一
流
の
刀
鍛

冶
で
あ
る
来ら

い

一
派
の
刀
工
を
菊
池
へ

呼
び
寄
せ
ま
し
た
。
そ
れ
が
延
寿
派

の
創
始
者
、
延
寿
太
郎
国
村
で
し
た
。

国
村
は
西
寺
に

屋
敷
を
与
え
ら

れ
、
こ
れ
以
降
、

延
寿
一
族
は
菊

池
一
族
の
お
抱

え
鍛
冶
と
し
て

多
く
の
刀
剣
を

作
り
ま
し
た
。

　

菊
池
川
水
系
は
豊
富
に
砂
鉄
を
含

み
、
刀
を
作
る
好
条
件
が
そ
ろ
っ
て

い
た
こ
と
も
、
菊
池
の
作
刀
を
支
え

る
大
き
な
要
素
で
し
た
。
菊
池
で
作

ら
れ
た
一
流
の
刀
は
、
後
の
世
に
徳

川
将
軍
家
へ
の
献
上
品
と
な
っ
た
も

の
も
あ
り
、
十
分
な
質
の
高
さ
を
誇
っ

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

刀
剣
ブ
ー
ム
、
到
来
！

　

現
在
、
若
い
女
性
を
中
心
に
日
本

刀
に
対
す
る
大
き
な
ブ
ー
ム
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
き
っ
か
け
と
な
っ
た

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
入
口
に
、
日

本
刀
そ
の
も
の
へ
の
関
心
も
高
ま
り
、

各
地
の
博
物
館
が
こ
ぞ
っ
て
刀
剣
展

を
開
催
す
る
な
ど
、
社
会
現
象
に
ま

で
発
展
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ゲ
ー
ム
の
中
に
、「
同ど

う

田だ

貫ぬ
き

正ま
さ

國く
に

」
と
い
う
刀
が
登
場
し
ま
す
。
明

治
時
代
、
天
皇
の
御
前
で
唯
一
鉄
の

八坂神社（延寿太郎屋敷跡）

太刀 銘 国吉
撮影：井

いの

上
うえ

　啓
けい

ディレクション：太
おお

田
た

光
みつ

柾
まさ

◆ 絵画連作 ◆
◆

シ
リ
ー
ズ 

◆

開館時間　午前９時～午後５時
休 館 日　月曜日（祝日の場合は翌日）

開館時間　午前９時～午後６時
休 館 日　第4㈫（点検などで臨時的に休館する場合あり）

問い合わせ先　わいふ一番館 ☎0968（24）6630

問い合わせ先　菊池観光協会 ☎0968（25）0513

安
や す

武
た け

美
み

佐
さ

子
こ

書道教室展　期間 ～7月12日㈰
書道教室の皆さんの作品を展示します。
切り絵展　中

な か

山
や ま

博
ひろし

とそのグループ　期間 7月14日㈫～8
月2日㈰　白黒とカラーの切り絵作品を約40点展示予定。

大屋根広場や菊池観光交流館を活用しませんか
　大屋根広場や各種展示ができる菊池観光交流館を活用
しませんか。新型コロナウイルス感染拡大防止対策を検
討の上、問い合わせください。※施設利用変更の場合あり
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お
知
ら
せ

廃
棄
物
の
屋
外
焼
却
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
屋
外
で
廃
棄
物
を
燃
や
す
こ
と
を
「
野

焼
き
」
と
い
い
、
法
律
に
よ
り
原
則
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
野
焼
き
を
行
う
と
、
悪

臭
や
火
事
の
原
因
と
な
り
、
周
囲
に
多
大

な
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
宗

教
上
ま
た
は
地
域
行
事
な
ど
例
外
的
に
焼

却
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
も
、
次
の
点
を

遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項　

▼
焼
却
は
必
要
最
小
限
と

新
し
い
保
険
証
を
送
り
ま
す

　
新
し
い
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
の
保
険
証
を
、
7
月
中
旬
か
ら
7
月

末
ま
で
の
間
に
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま

す
。
留
守
な
ど
で
受
け
取
ら
れ
な
か
っ
た

保
険
証
は
、
8
月
3
日
㈪
か
ら
健
康
推
進

課
ま
た
は
最
寄
り
の
各
支
所
で
お
預
か
り

し
て
い
ま
す
の
で
、
身
分
を
証
明
で
き
る

物
と
印
か
ん
（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）
を
用

意
し
て
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は

7
月
31
日
㈮
で
す
。
8
月
1
日
㈯
か
ら
は

新
し
い
保
険
証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
保
険
証　
▼
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
と
前
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

（
ク
リ
ー
ム
色
）
▼
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
証
（
青
色
）

※�

前
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
お
よ
び

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
に
記
載

７
月
１
日
か
ら
レ
ジ
袋
の

有
料
化
が
始
ま
り
ま
す

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
非
常
に
便
利
で
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
に
使
用
さ
れ
て
い
る
一
方
、

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
、
地
球
温
暖
化

な
ど
の
環
境
問
題
の
原
因
に
な
っ
て
い
ま

サ
ポ
カ
ー
補
助
金
が

始
ま
り
ま
し
た

　
「
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
」
や
「
ペ

ダ
ル
踏
み
間
違
い
急
発
進
等
抑
制
装
置
」

が
搭
載
さ
れ
た
安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
車
の

購
入
お
よ
び
後
付
け
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い

急
発
進
抑
制
装
置
を
補
助
す
る
制
度
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
や
申
請
方
法
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対　
象　
65
歳
以
上
の
高
齢
運
転
者

（
令
和
２
年
度
中
に
65
歳
以
上
に
な
る
人
）

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０（
05
）８
８
５
０

問
●申
県
く
ら
し
の
安
全
推
進
課

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
９
３

生
活
困
窮
大
学
生
、
短
期
大
学

生
な
ど
の
た
め
の
給
付
金

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
て
い
る
大
学
生
、
短
期
大
学
生
な

ど
を
支
援
し
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
や
申
請
方
法
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

給
付
要
件　
対
象
者
の
生
計
維
持
者
が
住

民
税
非
課
税
で
あ
る
こ
と

給
付
額　
　
一
律
５
万
円

申
請
期
限　
９
月
15
日
㈫

問
●申
県
生
活
困
窮
大
学
生
等
給
付
金
窓
口

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
７
３
８

新
型
ウ
イ
ル
ス
予
防
に
根
拠
の

あ
る
商
品
は
あ
り
ま
せ
ん

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防

に
効
果
が
あ
る
と
言
っ
て
商
品
を
勧
め
ら

れ
た
と
い
う
相
談
が
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
効
果
に
客
観
的
、

合
理
的
な
根
拠
の
あ
る
サ
プ
リ
メ
ン
ト
や

食
品
、
商
品
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
悪
質
な
勧
誘
や
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お

困
り
の
場
合
は
、
各
市
町
村
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
ま
た
は
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６（
３
８
３
）０
９
９
９

「
節
水
が
ん
ば
る
モ
ン
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
水
は
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
、貴
重
な
限
り
あ
る
資
源
で
す
。

県
で
は
、
水
の
使
用
量
が
多
く
な
る
７
～

８
月
を
中
心
に
、「
節
水
が
ん
ば
る
モ
ン
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

水
の
出
し
っ
ぱ
な
し
を
や
め
て
、
蛇

口
を
こ
ま
め
に

閉
め
る
な
ど
、
で

き
る
こ
と
か
ら
節

水
を
心
が
け
「
節

水
が
ん
ば
る
モ
ン

（
者
）」
に
な
り
ま

し
ょ
う
。

問
県
環
境
立
県
推
進
課

　
☎
０
９
６（
３
８
３
）２
２
７
２

�

大
切
な
あ
な
た
へ
、
日
ご
ろ
の
感
謝
の

想
い
を
込
め
て
…
。

　
「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
」。
手
紙
や
絵
手

紙
を
通
し
て
、
自
分
の
一
番
大
切
な
人
、

一
番
の
理
解
者
、
自
分
を
愛
し
て
く
れ
る

人
に
想
い
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
期
限　
8
月
31
日
㈪
（
当
日
消
印
有

効
）

応
募
方
法
な
ど
▼
応
募
資
格
は
問
い
ま
せ

ん
▼
応
募
作
品
は
未
発
表
の
作
品
に
限
り

ま
す
▼
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
▼
専

用
の
応
募
用
紙
は
商
工
観
光
課
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
設
置
し
て
い
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
▼
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
誰
に
宛
て
る
手
紙
か
（
夫
か

ら
妻
へ
・
妻
か
ら
夫
へ
）
を
明
記
し
、
郵

送
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
▼
手
紙
は

専
用
の
応
募
用
紙
、
ま
た
は
Ａ
４
サ
イ
ズ

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
１
枚
以
内
。
絵

手
紙
は
ハ
ガ
キ
サ
イ
ズ
内
▼
絵
手
紙
は
パ

ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
を
利
用
し
な
い
も
の
に
限

り
ま
す
▼
不
適
切
な
表
現
と
判
断
さ
れ
る

作
品
に
つ
い
て
は
、
選
考
お
よ
び
展
示
を

差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
▼
応
募

作
品
の
一
切
の
権
利
は
市
が
持
ち
、
観
光

Ｐ
Ｒ
な
ど
に
活
用
し
ま
す
▼
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
今
年
度

第
16
回
夫
婦
の
手
紙・絵
手
紙

作
品
募
集

は
表
彰
式
を
行
い
ま
せ
ん
。
表
彰
状
・
副

賞
の
送
付
を
も
っ
て
発
表
に
代
え
ま
す
▼

作
品
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
展
示

予
定
▼
入
賞
作
品
の
展
示
に
あ
た
っ
て

は
、
住
所
（
都
道
府
県
名
・
市
町
村
名
）・

氏
名
を
公
表
し
ま
す

賞
の
内
容

▼
夫
婦
の
手
紙
大
賞　
１
編

　
旅
行
券
（
10
万
円
相
当
）

▼
最
優
秀
賞　
２
編

　
菊
池
温
泉
ペ
ア
宿
泊
券

▼
優
秀
賞　
５
編

　
菊
池
特
産
品
詰
め
合
わ
せ
セ
ッ
ト

▼
佳
作　
20
編

　
市
内
共
通
商
品
券
（
２
千
円
分
）

問
●申
「
夫
婦
の
手
紙
・
絵
手
紙
」
作
品
募

集
係
（
菊
池
市
役
所
商
工
観
光
課
内
）

　
☎（
25
）７
２
２
３

し
て
あ
る
一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
令

和
２
年
度
の
市
町
村
民
税
の
課
税
所
得

を
基
に
判
定
し
て
い
ま
す

問
健
康
推
進
課
国
民
健
康
保
険
係
、
高
齢

者
医
療
・
年
金
係　
☎（
25
）７
２
１
８

し
、
焼
却
時
の
風
向
き
や
時
間
帯
な
ど
に

十
分
配
慮
す
る
こ
と
▼
周
辺
住
民
や
行
政

機
関
か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
は
速

や
か
に
中
止
す
る
こ
と
▼
完
全
に
消
火
す

る
ま
で
適
切
に
管
理
す
る
こ
と

　
市
で
は
定
期
的
に
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
や

現
地
で
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
環
境
課　
☎（
25
）７
２
１
７

募
集

７月の「税」の納期限
7月31日㈮
【問い合わせ先】

税務課固定資産税係      ☎（25）7207
健康推進課国民健康保険係 ☎（25）7218

●固定資産税第2期
●国民健康保険税第1期
口座振替を利用している人は7
月27日㈪に振替を行いますの
で、残高の確認をお願いします。

　
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通

じ
て
早
期
就
職
を
実
現
す
る
た
め
に
、
国

が
支
援
す
る
制
度
の
一
つ
で
す
（
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
は
自
己
負
担
）。

訓
練
場
所　
合
志
市

科　
目　
機
械
加
工
技
術
科
、
電
気
設
備

施
工
科
、
組
込
み
マ
イ
コ
ン
技
術
科
、
溶

接
加
工
科
、
電
気
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
、
生

産
ラ
イ
ン
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
科
、
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
科
、
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス

募
集
期
限　
７
月
30
日
㈭

訓
練
期
間　
９
月
3
日
㈭
～
令
和
3
年
３

月
29
日
㈪

職
業
訓
練
コ
ー
ス

放
送
大
学
10
月
生
募
集

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の

大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。

　
資
料
を
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

出
願
期
限　

▼
第
１
回　
8
月
31
日
㈪

▼
第
２
回　
9
月
15
日
㈫

問
●申
放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６（
３
４
１
）０
８
６
０

　
昨
年
度
ま
で
軽
自
動
車
税
種
別
割
を
口

座
振
替
に
よ
り
納
付
し
た
人
へ
「
口
座
振

替
済
通
知
書
」を
発
送
し
て
い
ま
し
た
が
、

令
和
２
年
度
以
降
は
継
続
検
査
の
必
要
の

な
い
原
付
な
ど
の
車
両
の
送
付
を
廃
止
し

軽
自
動
車
税
種
別
割
の「
口
座

振
替
済
通
知
書
」一部
廃
止

ま
す
。
今
後
は
、
預
貯
金
通
帳
へ
の
記
帳

に
て
口
座
振
替
済
額
の
ご
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
税
務
課
市
民
税
係　
☎（
25
）７
２
０
６

※
訓
練
終
了
時
期
は
科
目
で
異
な
り
ま
す

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池　
訓
練
担
当

　
☎（
24
）８
６
２
５

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
全
国

で
レ
ジ
袋
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
買
物

袋
の
有
料
化
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
機
会
に
買
い
物
の
際
は
、
マ
イ
バ

ッ
グ
を
持
参
し
、
レ
ジ
袋
削
減
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
買
物
袋
の
有
料
化
に
関

す
る
相
談
窓
口

▼
消
費
者
向
け

☎（
０
５
７
０
）０
８
０
１
８
０

▼
事
業
者
向
け

☎（
０
５
７
０
）０
０
０
９
３
０

※
㈪
～
㈮
午
前
9
時
～
午
後
６
時
15
分

問
環
境
課�　
☎（
25
）７
２
１
７

　
５
月
口
座
振
替
済
の
人
へ
の
納
税
証
明

書
に
つ
い
て
、
発
送
の
日
付
が
誤
っ
て
い

ま
し
た
。
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
継
続
検
査
に
つ
い
て
は
記
載
の

有
効
期
限
（
令
和
３
年
５
月
30
日
）
ま
で

使
用
で
き
ま
す
。

問
税
務
課
市
民
税
係　
☎（
25
）７
２
０
６

口
座
振
替
済
の
人
へ
の
納
税
証

明
書
の
発
送
の
日
付
に
つ
い
て

新型コロナウイルス感染症の影響により掲載内容が変更にな
る場合があります。最新情報はホームページをご確認ください。
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

費用の記載がないものは基本的に無料です
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

サマージャンボ
宝くじ

　この宝くじの収益金は市町村
の明るく住みよいまちづくりに
使われます。

７月14日㈫発売

問い合わせ先
（公財）熊本県市町村振興協会
☎096（331）0007

１枚 300円

令
和
2
年
度 

国
民
健
康
保
険
税

区　分 医療分 支援金分 介護分

所得割
（前年中の所得に応じて） 8.0％ 2.5％ 2.0％

均等割
（加入者１人当たり） 28,000円 7,800円 10,000円

平等割
（１世帯当たり） 25,000円 7,500円 7,000円

課税限度額 630,000円 190,000円 170,000円

※税額＝医療分＋支援金分＋介護分（40歳～64歳）

普通徴収の人の納期
第１期 ７月31日㈮ 第５期 11月30日㈪
第２期 8月31日㈪ 第６期 12月25日㈮
第３期 9月３０日㈬ 第７期 令和3年2月1日㈪
第４期 11月2日㈪ 第８期 3月1日㈪

特別徴収の人の納期

仮徴収
４月

本徴収
10月

６月 12月
８月 令和3年２月

　
国
民
健
康
保
険
税
（
以
下
「
国
保
税
」）
は
、

病
気
や
け
が
な
ど
で
保
険
証
を
使
っ
て
病
院

に
か
か
る
と
き
に
必
要
と
な
る
医
療
費
の
大

切
な
財
源
で
す
。

　
国
保
税
は
、
国
保
加
入
者
に
つ
き
算
定
し

た
医
療
給
付
費
分
の
保
険
税
（
以
下
「
医
療

分
」）
と
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
の
保
険
税

（
以
下
「
支
援
金
分
」）、
そ
し
て
国
保
加
入

者
の
う
ち
40
歳
か
ら
64
歳
の
人
（
以
下
「
第

２
号
被
保
険
者
」）
に
つ
き
算
定
し
た
介
護

納
付
金
分
の
保
険
税
（
以
下
「
介
護
分
」）

の
合
算
額
と
な
り
ま
す
。

納
税
義
務
者

　

国
保
税
の
納
税
義
務
者
は
世
帯
主
で
す
。

加
入
者
一
人
一
人
が
納
税
義
務
者
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
世
帯
主
が
国
保
の
加
入
者
で
は
な

く
て
も
、
家
族
の
中
に
国
保
の
加
入
者
が
い

る
と
き
は
納
税
の
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
国
保
の
加
入
者
で
は
な
い
世
帯
主
を

「
擬
制
世
帯
主
」
と
い
い
ま
す
。

　
納
税
通
知
書
な
ど
は
全
て
世
帯
主
宛
て
に

届
き
ま
す
。

軽
減
適
用

　

所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
場
合
、
均
等
割
、

平
等
割
に
つ
い
て
の
み
、
７
割
・
５
割
・
２

割
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　
所
得
申
告
を
し
て
い
な
い
場
合
、
軽
減
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
注
意
く
だ
さ
い
。

令和 2 年度の税率など

非
自
発
的
失
業
者
に
対
す
る
国
保
税
の
軽
減

　

倒
産
・
解
雇
・
雇
い
止
め
な
ど
、
非
自
発

的
な
理
由
に
よ
っ
て
離
職
し
た
人
は
、
国
保

税
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者　
次
の
要
件
全
て
に
該
当
す
る
人
▼

平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
離
職
し
た
人
▼

雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
、
ま
た
は
特

定
理
由
離
職
者
▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
交
付
し

た
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
（
離
職
コ
ー
ド

が
11
、
12
、
21
～
23
、
31
～
34
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
て
い
る
こ
と
）
を
お
持
ち
の
人
お

よ
び
離
職
日
時
点
で
65
歳
未
満
の
人

※�

雇
用
保
険
特
例
受
給
資
格
者
証
や
雇
用
保

険
高
年
齢
受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の
人

は
対
象
外
で
す

軽
減
内
容　
非
自
発
的
失
業
者
本
人
の
前
年

の
給
与
所
得
を
１
０
０
分
の
30
と
し
て
国
保

税
を
算
定
し
ま
す
。

※�

前
年
中
の
所
得
が
確
定
し
て
い
な
い
場
合

は
軽
減
で
き
ま
せ
ん

軽
減
期
間　

離
職
日
翌
日
の
属
す
る
月
か

ら
、
そ
の
月
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
末
ま

で
の
期
間

※�

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
な
ど
国
民

健
康
保
険
を
脱
退
す
る
と
終
了
し
ま
す

申
請
に
必
要
な
も
の　
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
、
印
か
ん

申
請
場
所　
健
康
推
進
課
、
各
支
所
市
民
生

活
課

国
保
税
の
納
期
限

　

普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）

の
人
は
、
年
間
の
税
額
を
８
期
に
分
け
て
支

払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
７
月
に
納
税
通
知

書
を
送
り
ま
す
。
納
付
書
で
納
め
る
人
に
は

１
年
間
分
の
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

納
期
ご
と
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
口
座
振

替
の
人
は
毎
月
25
日
ご
ろ
口
座
か
ら
引
き
落

と
さ
れ
ま
す
。

　
特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）の
人（
65
歳
以

上
75
歳
未
満
の
み
の
世
帯
で
一
定
の
条
件
を

満
た
す
人
）
は
、
年
金
か
ら
天
引
き
と
な
り

ま
す
が
、
申
し
出
に
よ
り
普
通
徴
収
（
口
座

振
替
）
へ
の
変
更
も
で
き
ま
す
。

※�

国
保
税
に
未
納
が
あ
る
場
合
を
除
き
ま
す

問
●申
健
康
推
進
課
国
民
健
康
保
険
係

　　
☎（
25
）７
２
１
８

　
一
般
の
部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
人

に
は
副
賞
３
万
円
の
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
を
贈

呈
し
ま
す
。

　
詳
し
い
募
集
内
容
、
応
募
方
法
は
、
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
●申
県
く
ら
し
の
安
全
推
進
課

　
☎
０
９
６�（
３
８
３
）２
２
９
３

飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た

川
柳・標
語
を
募
集
し
ま
す

　
公
園
な
ど
の
緑
化
活
動
を
行
う
地
域
住

民
団
体
な
ど
を
対
象
に
、
花
の
種
子
や
球

根
を
支
給
し
ま
す
。
皆
さ
ん
で
地
域
を
花

い
っ
ぱ
い
に
し
ま
せ
ん
か
。

募
集
期
限　
７
月
15
日
㈬

支
給
対
象　
▼
地
域
の
住
民
団
体
（
老
人

会
、
婦
人
会
、
子
ど
も
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
任

意
の
住
民
グ
ル
ー
プ
な
ど
）
▼
学
校
（
課

外
活
動
に
限
る
）

※�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
道
路
、
公
園
、

公
民
館
、
学
校
な
ど
の
公
共
用
地
で
行

う
緑
化
活
動
が
対
象
で
す
。
支
給
す
る

花
の
種
類
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

問
●申
都
市
整
備
課
都
市
整
備
係

　
☎（
25
）７
２
４
２

花
の
苗
や
球
根
を
支
給
し
ま
す

職
種
・
採
用
予
定
人
数

消
防　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
人
程
度

試
験
内
容
（
第
一
次
試
験
）

筆
記
試
験
（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

受
験
資
格

平
成
8
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※
た
だ
し
、
救
急
救
命
士
法(

平
成
3
年

　

�

法
律)

に
よ
り
救
急
救
命
士
の
免
許
を

取
得
し
て
い
る
場
合
は
、
平
成
5
年
4

月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

▼
一
次　
10
月
18
日
㈰

　
県
立
翔
陽
高
等
学
校
（
大
津
町
）

▼
二
次　
11
月
中
（
予
定
）

　
菊
池
市
お
よ
び
大
津
町
（
予
定
）

受
付
期
間　
8
月
24
日
㈪
～
9
月
11
日
㈮

※
㈯
㈰
除
く

申
込
方
法　
申
込
書
は
菊
池
広
域
連
合
消

防
本
部
と
各
消
防
署
に
用
意
し
て
い
ま

す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部

職
員
採
用
試
験

募
集
職
種
・
区
分
・
採
用
予
定
者
数

▼
大
卒
程
度

　
❶
事
務
職　
　
　
　
　
　
　
10
人
程
度

　
❷
建
築　
　
　
　
　
　
　
　
1
人
程
度

▼
高
卒
程
度　

　
❸
事
務
職　
　
　
　
　
　
　
4
人
程
度

▼
民
間
企
業
等
経
験
者

　
❹
保
育
士　
　
　
　
　
　
　
３
人
程
度

　
❺
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進　
　
　
　
　
１
人
程
度

　
❻
土
木　
　
　
　
　
　
　
　
１
人
程
度

　
❼
ス
ポ
ー
ツ
推
進　
　
　
　
１
人
程
度

▼
資
格
免
許
職

　
❽
保
育
士　
　
　
　
　
　
　
１
人
程
度

受
験
資
格

❶�

❷
▼�

昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11

　
　
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
▼

　
　

�

平
成
11
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
次
に
該
当
す
る
人
㋐
大
学

（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た

人
㋑
令
和
３
年
3
月
末
ま
で
に
大
学

菊
池
市
職
員
採
用
試
験

　
卒
業
見
込
み
の
人　

❸
平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年
４

　
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

★
民
間
企
業
等
経
験
者
共
通

　
昭
和
50
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

　
人
で
、
民
間
企
業
な
ど
に
お
け
る
職
務

　
経
験
年
数
が
、
平
成
25
年
7
月
1
日
か

　
ら
令
和
２
年
６
月
30
日
ま
で
に
通
算
3

　
年
以
上
あ
る
人

❹
保
育
士
の
資
格
を
有
し
、
保
育
士
と
し

��

て
の
職
務
経
験
年
数
が
★
の
期
間
を
満

　
た
し
て
い
る
こ
と

❺
民
間
企
業
な
ど
に
お
い
て
、「
情
報
シ

　

�

ス
テ
ム
の
企
画
、
立
案
、
設
計
、
導
入

に
対
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ

の
職
務
」
に
関
す
る
職
務
経
験
年
数
が

★
の
期
間
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

　
※
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
シ
ス
テ
ム
の

　
営
業
な
ど
は
対
象
外

❻
１
級
土
木
施
工
管
理
技
士
、
２
級�

土
木

　

�

施
工
管
理
技
士
（
土
木
）
ま
た
は
測
量

士
の
資
格
を
有
し
、
民
間
企
業
な
ど
に

お
け
る
職
務
経
験
年
数
が
★
の
期
間
を

満
た
し
て
い
る
人

❼
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指

　
導
者
の
資
格�

を
有
し
、
民
間
企
業
な
ど

　

に
お
い
て
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
イ
ベ

　
ン
ト
な
ど
の
企
画
、立
案
業
務
の
職
務
」

　
に
関
す
る
職
務
経
験
年
数
が
★
の
期
間

　
を
満
た
し
て
い
る
人

❽
昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

　

�

人
で
、
保
育
士
の
資
格
を
有
し
て
い
る

人
、
ま
た
は
令
和
３
年
３
月
末
日
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
人

受
付
期
間　
8
月
24
日
㈪
～
9
月
11
日
㈮

※
㈯
㈰
除
く

試
験
日
・
会
場

▼
一
次　
10
月
18
日
㈰

　
県
立
翔
陽
高
等
学
校
（
大
津
町
）

▼
二
次　
11
月
下
旬
以
降
（
予
定
）

　
菊
池
市
役
所
（
本
庁
）

申
込
方
法　
申
込
書
は
総
務
課
職
員
係
と

各
支
所
市
民
生
活
課
に
用
意
し
て
い
ま

す
。
電
子
申
請
に
よ
る
申
し
込
み
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
●申
総
務
課
職
員
係　
☎（
25
）７
２
０
４

ド
で
き
ま
す
。

問
●申
菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部
総
務
課

　
☎
０
９
６　（
２
３
２
）９
３
４
０

新型コロナウイルス感染症の影響により掲載内容が変更にな
る場合があります。最新情報はホームページをご確認ください。
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相
談

イ
ベ
ン
ト

　
夫
や
妻
、
恋
人
な
ど
身
近
な
人
か
ら
の

暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
職
場
で
の
パ

ワ
ハ
ラ
、
そ
の
他
性
別
に
よ
る
不
当
な
差

別
や
嫌
が
ら
せ
な
ど
の
悩
み
に
対
す
る
相

談
（
今
月
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
を
受
け
付

け
ま
す
。
要
予
約
。

と　
き　
７
月
15
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
専
門
の
医
師
、
職
員
に
よ
る
相
談
会
で

す
。
家
族
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

要
予
約
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
７
月
28
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
3
時

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
１
階
高
齢
支
援
課

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

も
の
忘
れ
相
談
会

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

と　
き　
７
月
22
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
茶
話
会
・
介
護
ミ
ニ
講
座
な
ど

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

と　
き　
７
月
27
日
㈪
～
31
日
㈮

　
　
　
　
～
午
後
８
時

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
１
階
税
務
課
徴
税
係

問
税
務
課
徴
税
係　
☎（
25
）７
２
０
８

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま

す 

※
各
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん

７
月
の
内
容

2
日
㈭　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

9
日
㈭　
水
遊
び

16
日
㈭　
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

30
日
㈭　
休
み

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
市
児
童
セ
ン
タ
ー
幼
児
室

対　
象　
市
内
に
住
む
未
就
学
児
と
そ
の

保
護
者

※�

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
受
付
人
数
に
制

限
が
あ
り
ま
す
。
参
加
費
２
０
０
円

問
●申
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）２
６
２
７

未
就
学
児
の
た
め
の

す
く
す
く
講
座

　
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
不
安
に
よ
り
自
殺

を
は
じ
め
と
す
る
精
神
的
危
機
に
直
面
し

て
い
る
人
を
支
援
し
ま
す
。

電
話
相
談
（
24
時
間
受
付
）　

☎
０
９
６（
３
５
３
）４
３
４
３

※
つ
な
が
り
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す

電
話
相
談
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
0
１
２
０（
７
８
３
）５
５
６

※
毎
月
10
日
午
前
8
時
～
翌
日
午
前
8
時

　
受
付
。
無
料

い
の
ち
の
電
話
相
談

　
将
来
の
不
安
、
人
間
関
係
で
悩
ん
で
い

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
心
配
に
つ

い
て
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

た
め
、
電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談
の
み
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

対　
象　
15
歳
～
39
歳
ま
で
の
人
と
そ
の

家
族
や
支
援
者
な
ど

※
平
日
午
前
8
時
30
分
～
午
後
9
時

問
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

～C
O
C
O
N

～
こ
こ
ん

　
☎
０
９
６（
３
８
７
）７
０
０
０

県
子
ど
も・若
者

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
空
き
部
屋
が
あ
る
団
地
を
対
象
と
し
た

補
充
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
団
地
一
覧

▼
袈
裟
尾
団
地
（
3
L
D
K
）�

▼
葉
山
団

地
（
平
屋
）�

▼
葉
山
団
地
（
2
F
）�

▼
葉

山
団
地
（
3
F
）�

▼
北
宮
団
地
（
平
屋
）

▼
北
宮
団
地
（
2
F
）
▼
音
光
寺
団
地
▼

渕
園
団
地
▼
中
町
団
地
▼
林
原
第
2
団
地

▼
流
川
団
地
▼
あ
さ
ひ
が
丘
住
宅
▼
新
明

団
地
▼
岩
本
住
宅
▼
朝
日
西
団
地
▼
福
本

団
地
▼
田
島
団
地
▼
永
南
団
地

受
付
期
限　
7
月
14
日
㈫

午
前
8
時
30
分
～
午
後
５
時
※
㈯
㈰
除
く

問
●申
都
市
整
備
課
住
宅
係

　
☎（
25
）７
２
４
３

菊
池
市
営
住
宅
補
充
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

電
話
相
談
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
５
７
０（
７
８
３
）５
５
６

※
24
時
間
受
付
。
午
後
10
時
か
ら
翌
日
午

　

�

前
10
時
ま
で
は
熊
本
県
内
か
ら
の
発
信

の
み
受
付

問
社
会
福
祉
法
人
熊
本
い
の
ち
の
電
話

　
☎
０
９
６（
３
５
３
）４
３
４
３

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
内　

問
●申
人
権
啓
発
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課�

　
☎（
25
）７
２
１
０

　
添
加
物
、遺
伝
子
組
み
換
え
な
ど
「
食
」

の
こ
と
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

と　
き　
7
月
17
日
㈮
・
18
日
㈯

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
調
理
室

募
集
人
数　
各
8
人
（
先
着
順
）

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー　

地
域
お
こ
し
協
力
隊　
古こ

閑が

恵け
い

子こ

問
●申
商
工
観
光
課　
☎（
25
）７
２
２
３

Ⓜkk.laboplus@
gm
ail.com

「
さ
し
す
せ
そ
」添
加
物
講
座

プ
レ
セ
ミ
ナ
ー

各支所の問い合わせ先
七城支所 ☎ (25)1000
旭志支所 ☎ (25)3330
泗水支所 ☎ (25)2001

記号の説明
問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所
〒861-1392 菊池市隈府888番地

費用の記載がないものは基本的に無料です。 菊池市ホームページ　http://www.city.kikuchi.lg.jp/

８月３日㈪ 4日㈫～７日㈮ ８日㈯～14日㈮ 15日㈯～31日㈪ ９月1日㈫～

９月分 全団体

10月分
市内団体

市外団体

11月分 市内団体

社会体育施設と公民館の
予約方法が変わります

インターネットや窓口専用パソコンからの仮予約受付になります

月初めの一斉受付が抽選方式になります

団体の種別で予約開始時期が異なります

今後の予約スケジュール インターネットからの予約や抽選の受け付けは８月３日㈪午後６時から開始します

【窓口受付・窓口専用パソコン利用時間】
午前８時30分～午後５時  ※㈯㈰㈷を除く

※ 8月3日㈪午後６時からは、利用日の7日前まではインターネット（窓口専用パソコン
含む）での受け付けのみ、利用日の6日前～当日までは窓口のみでの受け付けです。

　８月から社会体育施設（一部を除く）と公民館の
予約を予約システムからの受け付けに変更し
ます。予約方法が変わるのは下記の３点です。

社会体育課 ☎0968（25）7234
中央公民館 ☎0968（25）1672

８月
スタート！

以下の施設はこれまで通りの申請方法
で各施設でのみ予約を受け付けます。

●総合体育館
●泗水第2体育館 

●小中学校体育館・グラウンド
●泗水B＆G海洋センター体育館

　これまでは窓口での受け付けのみでしたが、今後は
インターネット（予約システム）からの予約受付に変更
します（8月3日㈪午後6時開始）。ネット環境がない人
は、各窓口のパソコンで予約することができます。
　予約は仮予約となります。予約日を含め７日以内に
窓口で利用料金を支払うことで予約確定となります。
７日以内に手続きが行われなかった場合は、自動キャ
ンセルとなりますのでご注意ください。
　予約できるのは利用日の７日前までです。利用日の
６日前～利用日当日に予約をしたい人は、利用する社
会体育施設や公民館の窓口で予約をしてください。

　これまでは利用月の１カ月前の最初の平日に月初め
の一斉受付を行っていましたが、利用月の２カ月前の１
日～７日までの７日間で申し込みを受け付け、先着順か
ら抽選方式に変わります。

利用月２カ月前 利用月１カ月前 ～ 利用日
１日～７日 ８日～14日 15日～末日 １日～利用日７日前 利用日６日前～利用日

市内団体 インターネット
抽選受付 抽選・予約確定

市外団体 予約できません

　抽選に参加できるのは、市内団体のみです（社会体
育施設は市内在住の個人も含む）。団体種別は、利用
登録時に決定します（種別は利用者登録証に記載）。要
件や申込方法など、詳しくはお問い合わせください。

インターネット予約サイトはこちら  ▶▶▶
https://www.11489.jp/Kikuchi/web/
※ 7月1日から予約状況の閲覧と利用団体の仮

登録ができます
【社会体育施設の本予約・利用料金の支払い】
　七城・旭志・泗水地区は各公民館の窓口で受け付け
ます。社会体育課の窓口は、菊池地区と他の地区の手
続きも受け付けます。

【公民館の本予約・利用料金の支払い】
　利用する公民館の窓口で受け付けます。中央公民
館の窓口は、他の公民館の手続きも受け付けます。

1

2

3

インターネット先着受付 窓口先着受付

窓口先着受付インターネット
先着受付

３日  8：30～17：00 窓口一斉受付
3日18：00～利用日７日前まで インターネット先着受付 ➡ 利用日６日前～当日まで 窓口先着受付

3日18：00～ インターネット抽選受付 利用日７日前まで インターネット先着受付
利用日６日前～当日まで 窓口先着受付

８日 抽選
料金支払・予約確定

利用日７日前まで インターネット先着受付
利用日６日前～当日まで 窓口先着受付

７日まで インターネット抽選受付

問い合わせ先

新型コロナウイルス感染症の影響により掲載内容が変更にな
る場合があります。最新情報はホームページをご確認ください。

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談
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市民の広場
※ 市民の広場は市民が投稿するコーナーです。

行政情報ではありません。不明な点は各問
い合わせ先へご連絡ください。

※ 投稿を希望する人は、市ホームページの申込
フォームでの申し込み、または申込書を直接、
市長公室広報交流係へ提出してください。

　【申込期間】掲載希望月の前月の1日～10日

申込フォーム
 

⇒

←フェイスブック 二次元コード
菊池市  協力隊

vol.38

里
山
文
化
ク
リ
エ
イ
タ
ー

3

6

1_ 普段は龍門地域活性化支援セン
ター（旧龍門小）に勤務しています 2・
6_ キャンディガラスを小瓶やグラス
に飾り付けた作品 3_㈱美少年から瓶
の提供があり、箸置きを制作中。市内
の飲食店や旅館、民泊などで利用し
てもらいたいと考えています 4・5_１
年目はワークショップを開催しました 

【写真㊤】昨年の菊池市民ふれあいレガッタ大会では、市内外から
38クルーが出場。息の合ったストロークを見せました 【写真㊦】し
すいコスモスマラソン大会は、親子で参加する姿も多く見られ、３㎞、
５㎞、10㎞のコースでランナーたちが健脚を競います

【 

問
い
合
わ
せ
先 

】

企
画
振
興
課 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０

ガ
ラ
ス
フ
ュ
ー
ジ
ン
グ
を
通
じ
て

人
の
心
に
明
か
り
を

現
在
、10
人
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
活
動
中
で
す
。

各
自
の
取
り
組
み
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
菊
池
市（
菊
池
市
教
育
委
員
会
）主
催
の
社
会

体
育
事
業
に
つ
い
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、一
部
を
中
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

開
催
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
中
止
の
事
業
】

▼
８
月
２
日

▼
９
月
上
旬

▼
９
月
27
日

▼
11
月
３
日

▼
11
月
22
日

問
社
会
体
育
課　
☎（
25
）７
２
３
４

菊
池
市
民
ふ
れ
あ
い
レ
ガ
ッ
タ
大
会

熊
日
旗
菊
池
市
民
ナ
イ
タ
ー
野
球
大
会

菊
池
市
民
体
育
大
会

し
す
い
コ
ス
モ
ス
マ
ラ
ソ
ン
大
会

菊
池
ロ
ー
タ
リ
ー
小
学
生
駅
伝
大
会

　キャンディガラスの制作に協力
してくれる人を募集しています。
気軽にご連絡ください。

【問い合わせ先】 企画振興課
☎0968（25）7250（木内まで）

一緒に作りませんか？

木き

内う
ち 

香か

織お
り

さ
ん

5 4 2
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1

各支所の問い合わせ先
七城支所 ☎ (25)1000
旭志支所 ☎ (25)3330
泗水支所 ☎ (25)2001

記号の説明
問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所
〒861-1392 菊池市隈府888番地

費用の記載がないものは基本的に無料です。 菊池市ホームページ　http://www.city.kikuchi.lg.jp/

社
会
体
育
事
業
の

一部
中
止
の
お
知
ら
せ

　新しく太極拳の初級教室を開きます。初めての人でも
大丈夫。基本から分かりやすく教えます。太極拳で体と
心をリフレッシュしましょう。見学や体験もできます。

と　き　毎週㈫　午前10時～11時
ところ　市西部市民センター
参加費　500円/回

問●申佐
さ

々
さ

木
き

　☎0968（２５）0６９６

太極拳初級教室を開設します！

　7月の毎週金曜日の夜に、コメダ珈琲店熊本菊池店の
駐車場で「ドライブインシアター」を開催。3密を避けた
新しい娯楽を菊池の皆様にお届けします。
と　き　7月3日㈮～31日㈮までの毎週㈮（※24日除く）
　　　　開場19：30～、上映20：15～、終了21：１５
ところ　コメダ珈琲店熊本菊池店駐車場
上映作品　ピエロック一座「ギター弾きのピコリーノ物語」
料　金　大人2,000円／人（大人1人につき子ども1人無料）
　　　  チケットは前売りになります。
問●申コメダ珈琲店熊本菊池店 亀

かめ

崎
ざき

　☎0９６８（２４）７0６0

ドライブインシアター
KOMEDA KIKUCHI 開催！

　土曜日の午後（2時間）を武道の時間にしませんか。「弓
道」の稽古を通して心と体を鍛え、礼節を重んじる人にな
りましょう。弓の引き方、矢の飛ばし方を基礎から分かり
やすく教えます。
説明会日時　7月11日㈯　午後2時～
ところ　市営弓道場
対　象　中高校生～大人（男女問わず）
参加費　1,500円/月
　教室は来年3月末までの毎週㈯午後2時～4時開催。
問●申中

なか

山
やま

　☎0９0（６７７７）５３６１

弓道を始めませんか

　空き家の管理、処分、相続、遺言など、不動産のことで
気になることやお悩みはありませんか。どんなことでも
お気軽にご相談ください。不動産解決のプロが対応します。

と　き　7月18日㈯　午前10時～午後4時
　　　　（1組1時間で限定4組。先着順）
ところ　コーエイ不動産（野間口338ｰ1）
参加費　無料
問●申コーエイ不動産 平

ひら

川
かわ

　☎0９６８（２３）７１０0

不動産なんでも相談会を開催します

　野球を通しての人間成長を目的としたチームです。野
球活動の他に、冬はサッカーやラグビー、合宿では魚釣
りなどを企画し、部員が大人になって子どもたちに最低
限のことを教えられるような経験をさせています。
と　き　毎週㈬㈮　午後6時～8時または8時半
　　　　毎週㈰　午前9時～午後1時
ところ　泗水小学校・泗水中学校グラウンド
対　象　全校区対応　小学１～6年生男女
参加費　3,500円/月
問●申酒

さか

井
い

　☎0９0（７４５５）５０５３

学童野球チーム
泗水セントラルフォース　新入部員募集

　菊池だから出来る！ Enjoy Rowing！ 日本一、世界を
目指せる環境で新しいことを始めてみませんか。毎週
㈯㈰に無料体験（所要時間2時間程度）受付中。
と　き　毎週㈯　午後2時～5時、
　　　　第2、第4㈰　午前8時～11時　月6回程度
ところ　市斑蛇口湖ボート場・トレーニングルーム
対　象　小学３～6年生、中学１～3年生（各10人程度）
参加費　1,000円/月、4,300円/年（保険料込み・遠征費別）
問●申菊池ローイングクラブ 香

か

月
つき

　
☎0８0（1724）１８３７　Ⓜrowingkatsuki@gmail.com

菊池ローイングクラブ
新メンバー募集！

　楽しいイベントや教室のお知らせなど皆さんが知らせ
たいと思う情報を投稿してください。編集の都合上、掲
載できない場合もありますのでご了承ください。
申込期限　掲載希望月の前月の1日～10日
募集枠数　先着８枠（毎月）
文字数　約25文字×10行（タイトル除く）
申込方法　市ホームページの申込フォームから申し込み、
または申込書を直接提出してください。
問●申市長公室広報交流係　☎0968（25）7252　
Ⓜkouhou@city.kikuchi.lg.jp

市民の広場への投稿を募集しています

　菊池川流域の恵み体験協議会では、対象地域（菊池市・
山鹿市・和水町・玉名市）にて「こども出版社」事業を立ち
上げます。今回は、記事作りをお手伝いいただける児童・
生徒を募集します。
内　容　市内の魅力を取材し、記事にする
　　　　※ドローンも活用予定。丁寧に指導します。
対　象　市内小学4年生～中学2年生
申込期限　７月25日㈯
問●申岩

いわ

根
ね

　☎0９0（31９２）８５５0

菊池川流域「こども出版社」
記者を募集します！
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市内３高校の魅力を伝えます！
　　
各校の休校中の取り組みや学
校再開の様子をお伝えします。

菊池農業高校
☎0968（38）2621

菊池高校
☎0968（25）3175

菊池女子高校
☎0968（25）3032問い合わせ先

準
備
万
端
。菊
農
は
休
校
中
も
元
気
で
し
た
！

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た

め
職
員
と
最
少
人
数
の
生
徒
が
休
校
中
も
管
理
実
習

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
園
芸
科
や
農
業
科
、
生
活
文

化
科
で
は
野
菜
、
草
花
、
果
樹
の
栽
培
管
理
。
畜
産

科
学
科
で
は
動
物
た
ち
の
給
餌
や
除
糞
、
搾
乳
、
豚

の
出
荷
準
備
な
ど
の
飼
育
管
理
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

　

犬
の
分
娩
も
あ
り
、
柴
犬
の
「
う
め
」
４
歳
が
４

月
17
日
に
出
産
。
飼
育
を
担
当
し
て
い
る
畜
産
科
学

科
３
年
の
藤ふ

じ

原わ
ら

彩さ

楽ら

さ
ん
は
「
今
回
は
３
匹
を
出
産

し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
１
匹
は
亡
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
２
匹
（
雄
と
雌
）
は
元
気
に
育
っ
て

い
ま
す
。
犬
た
ち
が

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
な

い
よ
う
に
し
っ
か
り

育
て
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

子犬を抱く藤原さんと、
わが子を見つめるうめ㊨

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
動
画
を
配
信

　

休
校
期
間
を
少
し
で
も
有
効
に
活
用
し
、
生
徒
た

ち
の
健
康
面
・
学
習
面
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
動
画
を
配
信
し
た
り
、「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
を

使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
展
開
し
た
り
、
工
夫
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

生
徒
は
音
楽
に
合
わ

せ
て
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
し

た
り
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生

と
英
会
話
を
楽
し
ん
だ

り
し
て
、
普
段
の
授
業

と
は
一
味
違
っ
た
学
び

を
経
験
し
ま
し
た
。

今
で
き
る
こ
と
で
地
域
に
貢
献

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
マ
ス
ク
作
り
を
続
け
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
手
で
作
っ
た
１
枚
が
地
域
の
人
の
役
に

立
つ
喜
び
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
菊
池
に
元
気
を
届
け
た
い
と
、
屋
上
か
ら

心
を
込
め
て
青
空
演
奏
会
を
開
催
（
関
連
29
ペ
ー

ジ
）。
自
分
た
ち
が
今
で
き
る
こ
と
を
模
索
し
た
期

間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

三味線で「おてもやん」、トランペ
ットとトロンボーンで「ふるさと」
などを演奏しました ＡＬＴのクリス先生

し
っ
か
り
と
感
染
予
防
対
策
に
努
め
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
４
月
14
日
か
ら

臨
時
休
校
に
な
り
ま

し
た
。休
校
中
は
１
・

２
週
間
に
１
回
程
度

登
校
日
を
設
け
、
健

康
観
察
や
連
絡
の
ほ

か
、
課
題
の
指
示
や

確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

５
月
25
日
か
ら
は

時
差
・
分
散
登
校
を
行
い
な
が
ら
授
業
を
再
開
。
教

室
の
前
に
消
毒
液
を
設
置
し
、
全
員
の
体
温
確
認
も

し
て
い
ま
す
。マ
ス
ク
姿
の
生
徒
た
ち
は
、ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
つ
た
め
、
席
と
席
の
間
隔
を

空
け
て
着
席
し
授
業
を
受
け
て
い
ま
す
。
教
室
の
換

気
も
十
分
に
配
慮
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
で
、
つ
い
話
し
込
ん

だ
り
、
は
し
ゃ
い
だ
り
し
て
、「
３
密
」
の
状
態
に

な
り
が
ち
で
し
た
。
学
校
生
活
の
中
で
も
、
新
し
い

生
活
様
式
を
意
識
し
て
過
ご
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と

感
じ
て
い
ま
す
。

６
月
か
ら
通
常
授
業
を
再
開

　

６
月
1
日
か
ら
は
通
常
通
り
、
授
業
や
部
活
動
を

再
開
し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
大
会
が
中
止
と
な

る
中
、
休
校
中
も
個
々
で
自
主
練
習
を
行
っ
て
き
た

部
員
た
ち
。
仲
間
と
共
に
活
動
で
き
る
喜
び
を
実
感

し
、
今
日
も
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

分散登校時は席の間隔を空け授業を受けました

市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎ 0968(25)7231

菊池北中学校

泗水中学校

の挿し芽を達人と実施菊 5月29日

写真を見て、どの菊を育てるか選び、1人ずつ達人の手ほどきを受
けて、丁寧に挿し芽をしました

　全校一斉で、菊作りの達人と一緒に菊の挿し芽を
行いました。最初に生徒自身が育てたい種類の菊
を選んで、次に挿し芽の断面に発根剤の白い粉を
つけ、コーティングします。ポットの土に3㎝ほどの
深さに割り箸で穴をあけ、そこに挿し芽を挿して完
成です。次は、6月中旬に鉢上げを行う予定です。

eb会議ツールで学活W6月1日

事前にWeb 会議ツールの使い方を説明。画面越しに健康観察を
行いましたが、初の試みに慣れず、苦戦する場面も見られました

　登校再開に向け、5月末は「体慣らし」「心慣ら
し」の活動を行いました。3年生は家庭と学校をイ
ンターネットでつなぎ、Web 会議ツールを使って

「Web 学活」を実施。ICT を活用した教育の可能
性と新たな学びのスタイルの確立の必要性を感じ
ました。６月から学校が再開し、活気が戻っています。

　学校の校庭には、30年以上前から3つの石柱管
があります。しかし、近年は泥水と水草があるだけ
でした。そこで臨時休校中に、全職員で掃除を実施。
2日間かけ大量の泥や石を出し、水草を入れてメダ
カを放流。登校日には児童が集まり、メダカを見て
喜んでいる様子に職員も笑顔になりました。

5月25日
ダカが仲間入りメ

泗水西小学校

　4年生がジャガイモの収穫を行いました。このジャ
ガイモは3年時の総合的な学習の時間で植えたも
の。一輪車に積んで畑から校舎まで何往復もして
運びました。ジャガイモは持ち帰り、家で料理した
ことを自学ノートにまとめたり、「ほくほくしておい
しかった」と報告したりする児童もいました。

6月2日
くさんのジャガイモを収穫た

七城小学校

　新年度が始まり、新型コロナウイルス感染症拡大
のため臨時休校が続き、児童全員が登校できたの
は3日間。休校中に家庭学習の1つとしてミニトマト
やアサガオ、メダカの観察などに取り組み、成長を
記録しました。教職員も児童が家庭で計画的に学
習ができるよう工夫をして学習支援を行いました。

5月26日
庭学習頑張りました家

菊之池小学校

vol.71

登校日にメダカを見に来る児童たち。約50匹のメダカは元気に泳
いでいます

暑い中、頑張って収穫作業に取り組んだ4年生。「先生、大きなジ
ャガイモが出ました」とあちこちから歓声が上がりました

メダカの雄・雌を入れ、卵から赤ちゃんメダカの成長を観察。アサ
ガオは登校日に学校で種まきをして自宅に持って帰りました

食品化学科

農業科・園芸科・畜産科学科・
　生活文化科

今年も、暑い夏にぴったりの乳酸飲料
「ニューピス」を製造しました。
・ニューピス ３００円
・イチゴジャム ２５０円
・味噌１ｋｇ ４００円
定期販売会　毎週㈭午前９時～
常時販売　平日午前９時～午後４時　
問 ☎０９６８（３８）２６２１

・アスパラ１束 200円
・花苗１ポット 50円
　（マリーゴールド、ペチュニア、サルビアなど）
・たまご10個 200円
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手前から松
まつ

下
した

恵
めぐみ

さん、時
とき

松
まつ

樹
じゅ

奈
な

さん（２年）、岩
いわ

原
はら

咲
さ

貴
き

さん（３年）。「最
後の音まで皆さんに届くように弾きました」と笑顔を見せました

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため外出を自粛
している皆さんに少しでも楽しんでもらおうと、菊池女子高
校の生徒会が演奏会を企画。3密を避け、屋上でトロンボー
ンやトランペット、三味線の演奏や唄を披露しました。

菊池に響け！ 青空コンサート
５月22日　菊池女子高校

※ホームページにもトピックスを掲載しています。ぜひご覧ください。
　市ホームページ　https://www.city.kikuchi.lg.jp/

※  イベント当日は、市広報や市ホームページ、各種媒体などへの掲載のほか、市の PR のために
撮影や取材を行うことがあります。撮影、取材へのご理解・ご協力をよろしくお願いします。

江
え

頭
がしら

実
みのる

市長㊨にマスクを渡す九州テイ・エス㈱の上
うえ

田
だ

隆
たか

彦
ひこ

人事・総
務部長㊧

　九州テイ・エス㈱が二輪用のシートの生産により培われた
縫製技術を駆使し、製作したマスク500枚を市へ贈りました。
マスクは、市の新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止
のため、有効活用します。

自社製作のマスクを寄贈
5月1日　九州テイ・エス株式会社

Cafeまるーわの皆さん。ＮＰＯ法人「全国こども食堂支援センター
むすびえ」の助成を受けて100円での提供を実現しました

　新型コロナウイルス感染症対策により自宅で過ごしてい
る子どもたちを笑顔にしたいと、市内の飲食店が作る弁当
を買い取り、100円で配布する取り組みを実施しました。１２
店が協力し、12日間で約950食を配布しました。

子どもたちと地元企業を笑顔に
５月20～31日　子ども食堂「ひのくにスマイル食堂」

菊池ライオンズクラブの皆さんと江頭市長。寄贈された手指消毒用
アルコールは教育施設などで活用します

　菊池ライオンズクラブ（栗
くり

原
はら

康
やす

敏
とし

会長）が市へ酒造メーカー
製造の消毒用アルコール500mL、60本を寄贈しました。菊
池ライオンズクラブの皆さんは「小中学校の再開後、子ども
たちの感染予防に役立ててほしい」と話しました。

手指消毒用アルコールを寄贈
５月26日　ライオンズクラブ

子どもたちは「似顔絵を描いてもらってうれしかった」「上手でびっく
りした」と喜んでいました

　似顔絵アーティストの J
ジェロ

EROさん（下木庭）と似顔絵教室
の生徒2人が菊之池小学校の放課後児童クラブを訪れ、児
童25人の似顔絵を描きました。臨時休校が続く中、「子ども
たちのためにできることをしたい」との思いから行われました。

児童に似顔絵のプレゼント
5月21日　菊之池小学校放課後児童クラブ

現在、市内小中学校の児童生徒は寄贈された手指消毒用アルコー
ルを活用し、学校生活を送っています

　㈱美少年（千
せん

堂
どう

敬
けい

一
いち

郎
ろう

代表）が製造した300mL 入り瓶
120本の手指消毒用アルコールを寄贈。6月1日から再開し
た市内小中学校の児童生徒に安心して楽しい時間を過ごし
てもらいたいという思いから製造し、市へ贈りました。

自社製の消毒用アルコールを寄贈
5月29日　株式会社美少年

㊨寄贈されたマスクを持つ職員。マスクは放課後児童クラブや介護
施設などで活用します

　マスク不足の解消に役立ててほしいと、菊池温泉観光旅
館組合（岩

いわ

永
なが

誠
まこと

会長）と菊池市ゴルフ協会がマスクを贈りま
した。チャリティーイベントなどの利益の一部をもとに寄贈。
岩永会長は「感染症予防に使って欲しい」と話しました。

マスク４000枚を寄贈
5月18日　菊池温泉観光旅館組合、菊池市ゴルフ協会

今回の取り組みは、コロナの影響により打撃を受けている花き農家
や花屋、菓子組合への支援も含め実施。40カ所に順次贈呈しました

　子どもへの注意を払い、学童や保育園などで働く先生た
ちに感謝とねぎらいの意味を込め、市から花束とお菓子を
贈呈。菊池第2さくら幼楽園の保育士は、「とてもうれしい。
保育士としても今後、市を盛り上げていければ」と話しました。

市から花束とお菓子を贈呈
5月22日　コロナ禍で頑張る先生たちへ

次亜塩素酸水を渡す深浦さん㊧。5L30本を贈りました

　ミルクセンター山鹿代表の深
ふか

浦
うら

祐
ゆう

介
すけ

さんが「友人が製造
販売している次亜塩素酸水を役立ててほしい」と市へ寄贈。
深浦さんは仕事の関係で菊池に訪れていることもあり、「学
校も再開するので消毒に使ってほしい」と話しました。

学校で消毒に役立てて
５月20日　ミルクセンター山鹿

岩木さんは「受賞できたのはこれまでに学生たちと一緒に研究を続
けていくことができた結果だと思います」と話しました

　岩
いわ

木
き

龍
りゅう

一
いち

さん(富の原一)が瑞宝小綬章を受章しました。
岩木さんは昭和44年から平成17年まで熊本高等専門学校
の教鞭に立ち、電子デバイスや機器工学などの人材育成に尽
力。退職後は学校から名誉教授の称号を授与されています。

創造性をもった技術者の育成に貢献
５月29日　瑞宝小綬章

村
むら

田
た

義
よし

喜
き

商工観光課長㊨にフェイスガードを渡すミライアル㈱の榎
えのき

田
だ

昭
あき

彦
ひこ

業務部長㊧

　プラスチック業の主幹工場を本市に置くミライアル㈱から、
自社製作のフェイスガード1500枚の寄贈がありました。フェ
イスガードは、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止
に尽力する従事者のために有効に活用します。

製作したフェイスガード1500枚を寄贈
5月22日　ミライアル株式会社

坂本さん㊨は「めでたい章をいただき光栄です。一日一日を大事に
一生懸命やってきました。ありがとうございます」と挨拶しました

　坂本正五さん（川上）が旭日双光章を受章し、市役所で伝
達式が行われました。坂本さんは昭和52年に旭志村議会議
員に初当選。6期24年にわたり在職し、地域の発展と住民
福祉の向上に多大な貢献をされ、多くの功績を残しています。

坂
さか

本
もと

正
せい

五
ご

さんが受章
6月2日　高齢者叙勲伝達式
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これまでの記事はホームページでも見ることができます。
▼市長の部屋から「メッセージ」
https ://www.city.kikuchi.lg.jp/q/list/305.html

市長からのメッセージ

江頭  実vol.75

◆
日
本
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
し
て
は
よ
う
や
く
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除

さ
れ
ま
し
た
が
、世
界
的
に
は
未
だ
問
題
は
山
積

み
で
す
。
米
国
や
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
で
は
依
然
と
し

て
感
染
増
加
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
経
済
復
興
に

動
き
出
し
た
国
々
で
は
新
た
な
感
染
の
ジ
レ
ン
マ

に
苦
し
ん
で
い
ま
す
◆
ま
た
米
国
で
起
き
た
人

種
差
別
問
題
は
、
従
来
か
ら
あ
っ
た
社
会
的
格

差
問
題
が
コ
ロ
ナ
を
契
機
に
爆
発
し
た
も
の
で
、

事
態
は
世
界
的
に
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
◆

こ
う
し
た
動
き
と
は
別
に
、日
常
の
暮
ら
し
で
も

急
速
な
変
化
が
起
き
て
い
ま
す
。
テ
レ
ワ
ー
ク（
在

宅
勤
務
）は
コ
ロ
ナ
後
も
多
く
の
大
企
業
が
推
進

す
る
意
向
で
あ
り
、欧
州
で
は
す
で
に
在
宅
勤
務

を
標
準
化
す
る
法
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
今

や
テ
レ
ビ
会
議
は
当
た
り
前
の
こ
と
と
な
り
、学

校
の
授
業
方
法
も
変
わ
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
日

本
政
府
も
ハ
ン
コ
文
化
を
変
え
て
い
く
方
針
を
打

ち
出
し
て
お
り
、行
政
事
務
も
ネ
ッ
ト
処
理
が
加

速
度
的
に
進
む
で
し
ょ
う
◆
こ
う
し
た
新
し
い
社

会
で
は
仕
事
の
場
所
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
自

然
豊
か
な
地
方
都
市
で
暮
ら
し
な
が
ら
東
京
や

海
外
と
仕
事
を
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
れ
ば
、健

康
リ
ス
ク
の
高
い
都
市
部
を
離
れ
通
勤
地
獄
か

ら
も
解
放
さ
れ
て
、
家
族
と
の
濃
密
な
時
間
が

確
保
さ
れ
ま
す
◆
こ
の
よ
う
な
近
未
来
社
会
の

価
値
基
準
は
「
き
れ
い
な
水
と
緑
、澄
ん
だ
空
気

と
美
味
し
い
食
材
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一

昔
前
、多
く
の
若
者
が
田
舎
か
ら
都
会
へ
飛
び
出

し
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
は
田
舎
生
活
に
大
き
な

注
目
が
集
ま
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
菊
池
市
も

ぜ
ひ
そ
ん
な
田
舎
に
な
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

コロナ後の世界

福
ふく

島
しま

丞
じょう

人
と

ちゃん（富） 藤
ふじ

江
え

夢
ゆめ

翔
と

ちゃん（片角）

1歳 R元年7月15日生まれ 1歳 R元年7月16日生まれ
出
で

口
ぐち

彩
あや

乃
の

ちゃん（高柳） 園
その

木
き

聖
まさ

之
ゆき

ちゃん（猪の目）
1歳 R元年7月26日生まれ 2歳 H30年7月29日生まれ

柴
しば

田
た

 燈
あかり

ちゃん（亘）
1歳 R元年7月16日生まれ

吉
よし

田
だ

 湊
みなと

ちゃん（植古閑）
2歳 H30年7月10日生まれ

青
あお

木
き

信
のぶ

親
ちか

ちゃん（北住吉）

2歳 H30年7月12日生まれ
岩
いわ

根
ね

真
ま

大
ひろ

ちゃん（富の原西）
1歳 R元年7月5日生まれ

石
いし

川
かわ

智
とも

葵
き

ちゃん（富の原中央）

2歳 H30年7月11日生まれ
福
ふく

田
だ

琉
りゅう

真
しん

ちゃん（東原）
3歳 H29年7月12日生まれ

片
かた

山
やま

乙
おと

愛
あ

ちゃん（下西寺）

3歳 H29年7月26日生まれ
大
おお

島
しま

裕
ひろ

翔
と

ちゃん（村吉）
3歳 H29年7月11日生まれ

岡
おか

本
もと

咲
えみ

李
り

ちゃん（亘）
3歳 H29年7月13日生まれ

髙
たか

本
もと

虹
こ

夏
なつ

ちゃん（桜山五）
1歳 R元年7月1日生まれ

子育て中の親子が安心して立ち寄ることができる
施設を｢赤ちゃんの駅｣として募集・登録しています。
施設一覧はホームページをご覧ください。
問い合わせ先
子育て支援課子育て支援係 ☎0968（25）7214

施設から一言
中央ホールに授乳室を完備。
直営農場の卵やスイーツ、
地元の野菜などを販売して
いる物産館や卵料理のレス
トランがあり、ご家族連れ
で楽しめる施設です。

施設から一言
当施設はさくら保育園の隣
にあります。みんなで子育
てを楽しんでもらうために
さまざまな活動を行ってい
ます。気軽に遊びにお越し
ください。

コッコファーム
たまご庵

子育て支援センター
さくらんぼハウス

森北１０７７番地
☎0968（24）0007

豊間３０１番地９
☎0968（24）3880

午前９時30分～午後３時
※１月１日・２日は休み㈪㈫㈭㈮

㈪～㈰ 午前９時～午後５時
　　　　  授乳の場、おむつ交換
の場及びミルク用のお湯の提供

　　　　　授乳の場、おむつ交換
の場及びミルク用のお湯の提供

利用時間利用時間

利用内容利用内容

申込期限　７月10日㈮　 募集人数　先着24人
申込方法　市長公室または各支所の広報担当
まで申し込んでください。ホームページからも
応募できます。
問い合わせ先
市長公室広報交流係 ☎0968（25）7252

専用フォーム

令和２年８月中に誕生日を迎える３歳までの子どもの写真
を募集しています!

ハッピー・バースデーに写真を掲載しませんか？

７月２３日
㈭㈷

ふじおか内科（内（循・消）） 菊陽町 096（232）7550

たしろクリニック（胃・内・肛・ア） 大津町 096（340）3220

岩根クリニック（胃・外・消） 菊池市 0968（25）4230

米田産婦人科医院（産婦・麻） 菊池市 0968（25）2589

菊池中通り薬局 菊池市 096８（2３）７５０１

７月２４日
㈮㈷

Ｌｅｅこどもクリニック（小・小外） 合志市 096（215）5980

仁誠会クリニック大津（腎内・循内） 菊陽町 096（232）9595

川口病院（外・内・整） 菊池市 0968（25）2230

菊池眼科（眼） 菊池市 0968（25）5678

７月２6日
㈰

合志渡邉内科クリニック（内・神内） 合志市 096（285）9720

田中医院（内・胃内・外） 菊池市 0968（38）7070

温耳鼻咽喉科医院（耳） 合志市 096（248）6188

うさぎの谷薬局泗水店 菊池市 0968(38)7088

いさかり歯科口腔クリニック 合志市 096(247)1771

8月2日
㈰

みやの小児科（小） 合志市 096（248）5800

入佐内科医院（内） 菊池市 0968（38）3824

杜の里　かねこクリニック（内・胃・外） 菊池市 0968（23）7522

岸眼科（眼） 菊池市 0968（38）0075

わたなべ歯科 大津町 096（293）2325

７月５日
㈰

古賀医院（内・循・小） 菊池市 0968（38）2222

ひかりヶ丘眼科・内科医院（内・眼） 合志市 096（348）6305

後藤整形外科医院（整・リハ） 菊池市 0968（25）2906

きくち宮本泌尿器科（泌） 菊池市 0968(24）8101

中山歯科医院 菊池市 0968(38)2401

栄町薬局 菊池市 0968（23）0086

７月１２日
㈰

本多内科胃腸科医院（内） 菊陽町 096（232）2021

武蔵しもむら医院（小・内・ア） 菊陽町 096（339）7561

岸病院（外） 菊池市 0968（38）2750

木庭耳鼻咽喉科医院（耳・ア） 菊池市 0968(24）2551

つつみ歯科医院 菊池市 0968(41)3434

有限会社　愛薬局 菊池市 0968(24)2619

西本真生堂薬局泗水店 菊池市 0968（３８）７０３１

７月19日
㈰

宮本内科クリニック（内・小・循） 菊池市 0968（25）2047

和み内科診療所（内） 合志市 096（248）7534

岩本整形外科（整・リハ・リウ） 合志市 096（223）8899

かつき皮膚科医院（皮） 菊池市 0968(24）5500

栄町薬局 菊池市 0968(23)0086

たけした歯科 菊陽町 096（３３９）７７０８

休日在宅当番医 ※ 当番医は変更される場合があります。最新情報は、菊池郡市医師会テレ
ホンサービス（歯科と薬局は除く）☎0968(25)３３００でご確認ください。
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